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今号の表紙絵
旧大講堂は明治22年（1889年）、大隈重信
が寄贈した堂々たる煉瓦建築であった。
現在の早稲田キャンパス８号館のあたり
にあった。関東大震災で失われたのは惜
しい。かつての早稲田は至るところとび
っきり洒落た洋館が聳え立っていた。
（会報の表紙絵を描いて頂いている藪野
先生については39頁をご覧下さい。）
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　我が応用化学科が歴史と伝統、そして実績を守り抜き、創科当時の名前で創立90周年を迎えられ
ることを、OB/OG、教職員、そして学生の皆さんと共に心から祝いたいと思います。併せまして、
昨年創設85周年を迎えた応用化学会への不断のご支援ご協力に対し、この場を借りて厚く御礼申し
上げます。
　これまで８千有余の卒業生諸氏が社会の様々な分野で数々の業績を残し、今もまたご活躍して戴
いている事実は誠に慶ばしい限りであります。
　昨年からは生命医科学科が、応用化学科の応援も得て誕生しております。
　その源流となる応用化学科は未来不滅であって貰いたく、その為には社会ニーズに適った形で、
新分野でも貢献することが期待されています。
　少子化社会を迎えた今、学舎は益々優秀な学生・生徒獲得に、凌ぎを削ずらなければ生き残りは
出来ません。
　応用化学会の総力をもって、倍旧の支援体制を確立して行かねばならないと思います。
久遠の理想の影をあまねく天下に布く為に、また、応用化学会会員の切なる願である｢応用化学科
からノーベル化学賞を!｣の実現を次の10年の間に達成し、来る節目の百周年には、是非大輪の花を
供えて貰いたいと願うのは小職一人ではないと存じます。
フレー、フレー、早稲田、フレー、フレー、応化……。

早稲田応用化学会会長　里見多一（新制22回）
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活性化委員会報告

　数々の実績を挙げてきた活性化委員会の活動は、ある委員会は当初の目標を達成し、他の委員会
は活動内容が増大するなどを受けて、来期はこれまでの体制を見直す必要がでてきました。従って
基盤強化、広報、交流、募金の４委員会体制の活動を過去に遡って総括することにします。

具体的な活性化活動とその成果
　上記の各活性化委員会および活性化委員会の協力によるプロジェクトである就職談話室の主たる
活動について、その内容と成果について説明いたします。

⑴基盤強化委員会
　この委員会の役割は応用化学会（以下、応化会と略）が継続的に活性化し、発展していくために
必要な会の基盤を強化することで、特に事務局の会務的な仕事の基盤を固めることにあります。
①個人情報管理体制の構築と厳格な活用
　会員の住所、勤務先等の個人情報が移動等によって充分把握できずに、会員とのコミュニケーシ
ョンが充分とれない状況の改善に努めるとともに、個人情報保護の観点から、その情報管理体制を
構築し、厳格な活用をいたしております。そのために専用のパソコンを購入し活用しております。
応化会報、イベント案内などの応化会からの発送郵便物の住所不明による返送率はこれによって著
しく低減しました。
②会費未納会員の会費納付促進活動
　会員から納付される年会費は当会の活動資金のすべてであります。会の活動を積極的に進める上
では会員の皆さんの納付率を高めなくてはなりません。
　そのためにあらゆる機会に会員の皆さんに働きかけ、お願いをしてきております。その結果、低
減傾向にあった会費納付率は多少上向きになりましたが、まだまだ改善したとは言い切れない状況
にあり、特に現役バリバリで働いておられる年代の方々の納付率が低く、その向上がぜひとも必要
です。
③評議員会との連携による活性化推進
　従来の評議員の役割を改め、評議員の皆さんに応化会の活性化の担い手として活動していただく
ことになり、評議員の増員とともに評議員会を定期的に開催することにしました。評議員には卒業
年次別、研究室同門会および学生部会からそれぞれ選出していただき、部門と応化会との橋渡し的
役割に努めていただくようになりました。評議員会での評議員からの意見を重視し、会の活性化活
動に寄与するようになりました。特に卒業年次別の選出評議員には同期会結成、懇親会の開催等に
ついて積極的に推進していただき、応化会の活動についての理解を深めていただくようお願いして
おります。その結果、一昨年秋ごろより今まで開催したことのない卒業年次の同期会が懇親会を開
催するようになりました。
④応化会ホームカミングデーの開催
　上述の卒業年次別同期会の結成と懇親会の開催を促してまいりましたが、これを一押しするため
に、毎年11月の始めに開催される理工展にあわせて、応化会のホームカミングデーを設け、同期の皆
さんが応化会が準備した教室に集まっていただき、仲間同士の交流ができるようにいたしました。
　昨年は初回であり、新制28回（昭和53年卒）、33回（昭和58年卒）、38回（昭和63年卒）および43回
（平成５年）の４年次の皆さんにご案内をいたしました。
　　日時；平成19年11月3日（土、祝）13：00～15：30　　場所：理工学部53号館403、404教室
　今回出席していただいた方は卒業４年次で25名でしたが、お忙しい中応化の先生方も参加してい

活性化委員長　中川文博（新制７回）
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ただき、和気藹々の会話がお互いに交わされました。また、出席者の半数方が準備した応化のキャ
ンバスツアーに参加しました。
⑤応化会会則、細則等の作成、整備
　応化会の円滑な活動と運営をしていくために、会則はもとより仕事の手順を明確にする細則ある
いはマニュアルが必要であり、特に奉仕活動をしていただく多くのボランティアの方に早く、間違
いなく仕事をしていただく上で欠くことができません。　下記の作成整備を行いました。
・早稲田応用化学会会則　　　　　　17・５・23制定、19・５・28改訂
・個人情報保護に関する基本方針　　17・11・17制定、19・５・28改訂
・個人情報管理細則　　　　　　　　17・11・７制定、19・５・28改訂
・会計管理に関する細則　　　　　　18・５・25制定

　そのほか予算管理に関するマニュアル、情報管理データベースの操作マニュアル、事務局業務に
関するマニュアルなどを制定しました。
⑥応化教員および学生部会との定期懇談会
　応化教員および学生部会とそれぞれ　年に１回、懇談会を開催し、意見交換をし、会の活性化に
反映するようにいたしました。
⑦応化会地方支部の新設検討
　評議員会において評議員より地方に在住する会員は東京で開催する総会、講演会等への出席が難
しく、同じ地域に住む会員相互の交流、懇親の機会もなく寂しい思いをしている。地方にも是非、
応化同窓会を作ってほしいと要請がありました。応化会では古くから大阪を中心にした関西支部
（早桜会）がありますが、その他には支部はありません。
　提起されたこの問題を検討し、関西支部には応化会員の約５％を占め、ついで愛知、岐阜、三重
の中部３県には会員の３％強を占めていることから、中部支部設立の検討をこの地区在住の会員に
依頼しました。その結果、昨年10月に設立準備委員会が立ち上がり、昨年10月に中部支部設立の届
出がだされ、11月開催の応化会役員会にて承認され、平成20年２月に第1回支部総会を開催するこ
とになりました。

⑵広報委員会
　この委員会の役割は応化会の活動および応用化学科の最新情報などを会員に的確に知らせること
で、特に他の委員会との連携を密にして活動しております。
①ホームページの運営
　活性化活動のスタートとともに応化会のホームページを立ち上げ、応化会の広報活動の中心とな
りました。常にホームページの刷新を図り、レベルアップしております。
　会員の皆さんは少なくとも月に２、３回は開いてご覧ください。
　　　　　ホームページ　　http://www.waseda-oukakai.gr.jp
②先生への突撃インタビュー
　教室とＯＢとの連携強化の一環として、応化会ホームページを通じ、応用化学科の先生が順次登場
する新企画「先生への突撃インタビュー」を平成18年春より掲載し始めました。先生がなぜこの分野
の研究を始めたのか（キッカケ）、技術的内容で先生がポイントと考えていること、先生の研究理念あ
るいは研究の展望、大学と企業との連携についてどうお考えか、応化会活動への期待、21世紀を担
う皆さんへのメッセージなどを活性化委員会広報委員が面談し、聴取し、纏めたものであります。
　すでに掲載したインタビューの先生は次の通りで、すべて応化会ホームページにてお読みいただ
くことができます。

第１回　平沢　泉教授
第２回　木野邦器教授
第３回　竜田邦明教授
第４回　武岡真司教授

第５回　常田　聡教授
第６回　菅原義之教授
第７回　菊地英一教授
第８回　逢坂哲爾教授

第９回　西出宏之教授
第10回　黒田一幸教授
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③メールマガジンの配信
　会員へのより効果的な情報発信ツールとして、必要に応じメールマガジンを発信しており、多大
の成果が出ております。
④早稲田応用化学会報との連携
　長年にわたり応化会の情報発信の柱でありました早稲田応用化学会報との連携は不可欠であり、
当初、会報編集委員会にオブザーバーとして参加しておりましたが、平成18年より広報委員が担当
理事として会報編集委員会に参加し、会報との連携は強化されました。
⑤他の委員会との連携
　就職談話室へ協力して第二回の就職談話室フォーラム、交流委員会へ協力してフォーラム講演
会、21世紀COE国際シンポジウム、企業と学生との対話フォーラム及び基盤強化委員会へ協力し
てホームカミングデイなどへのメルマガ配信、ホームページへの掲載などを実施しました。

⑶交流委員会
　この委員会の役割は会員相互の交流を深めるとともに、併せて、産学交流に努めて会員の役に立
つ情報の提供やイベントを実行し、会の活性化に寄与することにあります。
①フォーラム講演会の企画、開催
　長年、大学、研究所、企業等においてその専門分野で多大の功績のあった会員を企画された講演
会の講師として招き、会員を対象に講演していただくとともに、終了後は、講師を交えての懇親会
を開き、参加者全員の親交を深めています。
　今まで開催したフォーラム講演会は次の通りです。
・第１回　中島　宏元講師　（昭和37年卒）　　旭電化工業（株）（現・ADEKA）社長
　　「環境対応への取り組み」　（17・３・９）
・第２回　原　陽一郎講師　（昭和32年卒）　長岡大学学長
　　「イノベーションと国際競争力」
　　なぜ日本は経済大国になれたのか。そして、これからは？　（17・７・８）
・第３回　城戸淳二講師　（昭和59年卒）　　山形大学工学部教授
　　「有機ＥＬの展望と地域活性化」　（17・１・21）
・第４回　岡野光夫講師　（昭和49年卒）　　東京女子医科大学教授
　　「ナノバイオインターフェイス設計による細胞シート工学の誕生」　（18・３・22）
・第５回　大林秀仁講師　（昭和42年卒）　（株）日立ハイテクノロジーズ・執行専務
　　「日立ハイテクの事業展開」
　　ハイテクソリューション事業のグローバルトップを目指して　（18・７・７）
・第６回　清水　固講師　（昭和31年卒）元日本石油精製（株）常務取締役
　　「我が国エネルギーの現状と将来展望」　　　　　　（18・12・15）
・第７回　平沢　泉講師　（昭和51年卒）　早稲田大学応用化学科主任教授
　　「早稲田が変わる、理工が進む、どうなる？応用化学科」　（19・３・31）
・第８回　　山本明夫講師　（昭和29年卒）　東京工業大学名誉教授
　　「化学史とともに考えるー日本の化学と化学工業の離陸は遅かった」　（19・７・31）

②企業ガイダンスの配信
　応化会としてはかなり以前から小冊子「企業ガイダンス」を毎年発行し、学生に配布してきまし
た。この小冊子は卒業生の採用に関心を持つ企業がその会社概要と就職に関する情報を提供するた
めのもので、数十社が毎年、参加しておりました。活性化活動が始まってから、この仕事を交流委
員会が担当するとともに印刷物からインターネットのホームページ掲載に広報委員会の協力を得
て、情報提供手段を代えました。情報提供会社への交渉は交流委員が積み重ね、現在は32社とな
り、内容は学生に対する「会社からのメッセージ」とその企業に勤める「先輩からのメッセージ」
が記載されております。
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③新企画「企業と学生との対話」
　上述の企業ガイダンスのさらに一段上を行く本年度より始めた新企画で、卒業生の採用を希望す
る企業から人事担当者、先輩社員が大学に来て、学生の前で約５分企業の総括的な説明を行い、そ
の後に企業ごとのコーナーを設け、さらに詳しく聞きたい学生がそこに集まり、会社側の社員と直
接話し合えるようにしました。
　昨年８月27日、９月６日、13日および22日の４日間に42社が参加し、集まった学生は約350名
（うち応化以外の学生95名を含む）で会社側も学生からも大変好評でした。
④応化演習特別講義
　応用化学科の特別講義について、企業において優れた業績を上げた有能なＯＢを交流委員会から
推薦し、学生に講義をすることが平成１８年度より始まりました。第1回（平成18年10月10日）に
綱島真交流委員が「明日の人生に備えて　今やるべきこと」の題目で講義し、好評を得ました。
第２回は昨年11月６日に平林浩介交流委員が、「第２次ＩＴ革命の主役：中大型のディスプレイ技
術について」の演題で講義を行いました。

⑷募金委員会
　活性化活動の大きな事業として募金活動があります。
　活性化活動の大きな目標である優秀な研究者の育成への支援策として、博士課程を目指す修士課
程の大学院生で、経済的に困窮のために進学が難しい優秀な院生に応化会として奨学金を給付する
応化会奨学金制度を設けることを計画し、その募金活動を平成16年11月から始め、会員に協力をお
願いしてまいりました。当初、平成18年11月まで２年間で1,000万円を集め、毎年２名に50万円の
奨学金を支給し、これを、10年間続けようとスタートしましたが、その後、期間を1年延長し、募
金も2,000万円を目標にし、また給付対象者を３～４名と拡げました。そして会員の皆さんの暖か
いご支援を得て、平成19年11月末において目標の2,000万円を突破いたしました。奨学金受給学生
は平成17年と18年は各３名、19年度から４名になりました。募金活動は初期の目的を達成しました
ので一応終結しますが、奨学金制度は今後とも可能な限り継続し、経済的に恵まれない優秀な学生
を一人でも多く支援したいと思います。今後とも会員諸兄姉のご理解とご協力をお願いします。給
付を受けた皆さんが熱心に勉学・研究に励み、立派な研究者として活躍されることを楽しみにして
おります。

⑸就職談話室
　これは応用化学科就職担当教員、応化ＯＢおよび応化会活性化委員会各委員の協力のもとに、学
生の就職活動を支援する目的のフォーラムで、就職前線の近況、ＯＢと学生とのパネル討議、就職
内定学生からの経験談および就職活動をする学生への激励懇親会を催すものです。平成18年秋に第
1回を開催したところ好評でした。平成19年も10月６日に開催し多数の学生が参加しました。４月
から本格的就職活動に入りますが、引き続き学生からの相談に応じ活動を続けていきます。

むすび
　以上、平成16年から始まった早稲田応用化学会の活性化活動について今日までの活動内容と成果
を記述いたしましたが、ご理解いただけたことと思います。来期からはメンバーの若返りをはか
り、いまある応化会の各委員会および活性化各委員会の活動内容を整理・再編し、より機能的な組
織にする必要があります。活動を持続するには若いボランティアの積極的な参画が望まれ、評議員
会から推薦するルールづくりや、女性会員の増加を踏まえて活動の場を提供する等の工夫が大切で
す。
　最後に、早稲田大学の応用化学科および早稲田応用化学会のますますの発展のために、会員の皆
様の絶大なるご支援とご協力を心からお願いいたします。
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突撃インタビュー

　新企画の「先生への突撃インタビュー」もス
タートして二年目になります。本企画は、教室
とＯＢとの連携を強めることで、早稲田大学の
応用化学科が今後ますます隆盛になってもらい
たいと考えたＯＢ会活動の一つです。
　企業の新製品開発などに役に立つ情報を、教
室側の先生方に提供していただき、大学と企業
の情報交流のキッカケが生まれてくるようにし
たいと考えています。可能な限り、専門外の素
人にも理解しやすいような内容とするように心
がけてゆきます。
　本年は本企画の６回掲載を予定しておりま

す。ひき続き活用をしていっていただきたいと
思いす。
　六番手として、菅原　義之教授にご協力をお
願いしました。
　菅原先生は、本学科の第33回のご卒業で、博
士号を取得と同時に米国ＭＩＴポスドク研究員
となり帰国後本学科の専任講師から助教授を勤
められ、さらに仏国Montpellier第二大学訪問
研究員をされた後、2000年より早稲田大学教授
として本学科の発展のため、若手後輩の育成に
力を入れていただいております。

先生への突撃インタビュー（その６）　菅原先生

活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
――海外で新しい分野の研究に取り組む機会を
得ました。

　加藤先生、黒田先生のご指導で、有機化合物
と層状構造の無機化合物を複合化させたハイブ
リッドを作製して、これを前駆体として熱分解
することにより非酸化物を合成する研究に取り
組み始めました。当時としてはかなり先端的な
研究テーマをいただいたわけです。その後、よ
り有機合成化学的な手法で合成した有機金属化
合物を作製し、これを前駆体として非酸化物セ
ラミックスを合成する研究を、ＭＩＴで７ヶ月
ほど行いました。
　自分はセラミックスをやっていたので有機金
属化学が専門のＭＩＴのSeyferth教授に呼ばれ
たのだと思います。しかし博士課程を終えたば
かりで異分野での経験も豊富でなく、またこれ

■第６回

菅原　義之　教授

無機化学研究室

まであまり経験していなかった実験テクニック
が必要でしたので、米国に行ってから苦労が多
かったのは確かです。その分吸収するものも沢
山あり、現在の研究の基盤が作れたように思い
ます。

技術的な内容で、先生がポイントと考えておら
れる点はなんですか？
――窯業からセラミックスへ新しい視点で研究
を始めました。

　ハイブリッドにフォーカスしてこの数年は研
究を展開しています。合成技術が基本にありま
すが、物性に着目した材料への展開や機器分析

層状物質を利用した無機ー有機ハイブリッド材料
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などの分析評価技術などもポイントになってき
ています。
　無機－有機ハイブリッドを熱分解してセラミ
ックスを得る方法は、30年以上研究が行われて
います。窯業の時代は、粉を焼き固めてセラミ
ックスを作っていたのですが、ハイブリッドを
熱分解する手法は新しいセラミックスの世界を
切り開きました。こうした研究の初期には、有
機溶媒に可溶な前駆体を合成し、フィルムやフ
ァイバーに展開することで研究は終わっていま
した。しかし、近年では有機合成化学と無機合
成化学との組み合わせで合成するステップから
スタートして、最終的には高品質なセラミック
スが得られるようになりました。こうした研究
の発展を通して、分子レベルで前駆体の構造を
制御したり、熱分解のプロセスを制御すること
ができるようになり、高機能を持ったセラミッ
クス材料が作られています。
　このように有機化学から無機化学まで、さら
に有機合成から無機合成までと非常に広範囲の
領域にわたっているのがこの研究分野の特徴で
あり、その結果として一人の研究者がすべてを
カバーする場合は、どうしても広く、浅くとな
らざるを得ない部分もあります。
　一方、ハイブリッドをそのまま利用すると、
有機材料と無機材料の性質を合わせもった材料
となることが期待されています。そうしたハイ
ブリッドの合成に関する研究では、ナノシート
からなる層状構造を持った無機化合物に着目し
ています。ナノシートは昔はこのような呼び方
はしていませんでしたが、本質はすでに見えて
いたように思います。そして現在になってナノ
シートとして認識されるようになってきている
わけです。
　現在では一枚一枚ナノシートをバラバラにす
る技術も確立し、ナノシートを直接観察できる
時代になってきました。もちろんナノシートに
限らず、様々なナノスケールの構造を直接見
て、取り扱えます。ナノスケールのことは推定
するしかなかった時代に比べて、現在ではます
ますハイブリッドの分野が広がりを持てるよう
になってきています。

これからの研究の展望を聞かせてください。
――ナノハイブリッドの研究分野は未開の大地
です。

　無機のモノを無機から作ることはかなりのレ
ベルで見えてきていると思いますが、ハイブリ
ッドに関してはまだまだ未開の大地という感じ
です。” サイズを小さくしていったときに、そ
れでは有機と無機の界面はどう設計するべきな
のか？” など、まだまだナノハイブリッドの領
域では興味が尽きないテーマが沢山あります。
これからの研究展開により、ナノハイブリッド
は応用化学分野でのバックボーンの一つとなっ
てゆくことと思います。

大学と企業の連携についてどうゆうことをお考
えですか？
――大学では基礎研究を担当してコラボレーシ
ョンを行ってゆきたい。

　お声をかけていただければ可能な限りお手伝
いをしていきたいと考えています。自分達がも
つベーシックな技術や知識を利用していただく
のが、私たちの力を役立てていただくのに一番
いい方法であろうと考えています。
　ニーズは企業側にあって、このような新しい
モノができたのだが、どうしてできたのかと
か、プロセスは組み立てたのだが、理論的にど
うなっているのかなどについて、自分達が研究
してきた合成の手法や分析評価の手法などのノ
ウハウを利用して課題の解決に取り組むこと
は、学生達にとっても自分の研究が直接世の中
に役立っていることが見えることになり、教育
の現場としても大変良いことだと考えていま
す。
　企業での応用研究などで、裏づけを取る必要
が出てきたときなどはぜひ連絡を取ってみてく
ださい。
　このハイブリッドの研究分野はお話したよう
に広範囲の知識を必要としますので、チームを
組んで進めることは大変有意義だと思います。
物性評価やモノづくりなどそれぞれの専門家
が、企業や大学の間でコラボレーションをして
いくことが重要です。自分達ではじめから最後
までカバーする事も可能ですが、大変な労力が
必要であり、また研究のスピードを確保するこ
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とは大変な事だと考えています。

応用化学会の活動への期待を聞かせてくださ
い？
――「就職相談室」や「企業ガイダンス」への
学生の期待は大きい。

　来年度の就職担当として応用化学会の企画の
「就職相談室・フォーラム」や「企業ガイダン
ス」への学生達の期待は非常に大きいと思いま
す。就職活動は昔に比べると今の学生達にとっ
て大変なプレッシャーになっているように感じ
ます。
　理由の一つとして、現在の就職活動が「自分
探し」になっている点があると思います。優秀
な学生達は、今までは親や学校が準備した路線
や環境の中で、それを踏み外さなければ成功し
てこれた訳です。しかしこれからは社会人とし
て世の中に出てゆくのに決められた道はなく、
むしろなんでもやりたいことが出来る時代の中
で、企業側の要求は厳しく、自分として将来ど
うしたいのかを明確にもつことが要求されてい
ます。決められた道を、決められたルールの中
では成功してきたのが、就職ではまったく道な
き道を自分で選択してゆかなくてはならないと
ころにブツカッテいるのだと思います。
　学生も将来への高い目的意識を持っていない
と企業の要求に合わないため、このようなこと
を考えてゆくために、先輩の実際の経験をお聞
きできる「就職相談室・フォーラム」は非常に
有効です。若手から年配のＯＢまでの親身な相
談がなされるところがＯＢ会活動の重要な利点
の一つとなっていると考えます。就職について
具体的な会社を決める情報よりも、企業人とし
ての考え方や就職先の決め方についてアドバイ
スをしてもらい、就職活動を側面から支援をし
てもらえるのが一番ありがたいと考えていま
す。
　さらに企業についての学生の情報収集の手伝
いとしては、「企業ガイダンス」が有効となっ
ています。“就職の達人” を読んでいても、企
業の面接ではネタがすぐバレテしまいます。
３、５、１０年後に自分はどのようになってい
たいのかをイメージするためには、先輩達の生
の声を読ませていただく事が大変有効だと思い
ます。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願い
します。
――どんどん新しいことにチャレンジをしてい
って欲しい。

　優秀な学生諸君が増えているのですが、同時
に皆さん失敗を恐れてなかなか新しいことへチ
ャレンジしなくなっているように思います。私
が専門領域が異なる米国の研究室にいったり、
フランス語をほとんどしゃべれないのに仏国へ
研究員として出かけていったのはかなり無鉄砲
であったとは思いますが、いま振り返ってみる
と、これらの経験を通して得られたものは大変
大きかったと思います。失敗を恐れていてはな
にも生まれてきませんし、若いときのチャレン
ジは成功すればそれは自信になります。また、
若い頃なら、万一失敗してもそれから学ぶこと
は非常に多いし大きいと思います。若い皆さん
が今だからこそやれることをぜひチャレンジし
ていって欲しいと思います。
　どんどん新しいことにチャレンジしていって
ください。

文責　広報委員会　亀井　邦明
取材日　2007/01/24

菅原先生の研究や経歴について、より詳細を知
りたい方は、以下のページをご覧ください。

菅原研究室ホームパージ
http://www.f.waseda.jp/ys6546/japanese/
intro.html

応用化学科　研究者向けウエブサイト内の菅原
先生の紹介
http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
sugaha-j.htm

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイト内
の菅原先生の紹介
http ://www.waseda-appchem. jp/lab/
sugahara.html

早稲田大学２１世紀ＣＯＥ　実践的ナノ化学教
育研究拠点内の菅原先生の紹介
http://www.waseda.jp/prj-prac-chem/
member/sugahara0.htm
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先生への突撃インタビュー（その７）　菊地先生

活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長
　新企画の「先生への突撃インタビュー」もス
タートして一年になります。本企画は教室とＯ
Ｂとの連携を強めることで、早稲田大学の応用
化学科が、今後ますます隆盛になってもらいた
いと考えたＯＢ会活動の一つです。
　企業の新製品開発などに役に立つ情報を教室
側の先生方に提供していただき、大学と企業間
の情報交流のキッカケが生まれてくるようにし
たいと考えております。可能なかぎり専門外の
素人に理解しやすいような内容とするように心
がけてゆきます。
　７番手として、菊地　英一教授にご協力をお
願いしました。

　　菊地先生は、応用化学科の現職の先生の長
老のおひとりです。先生は1957年に早稲田大学
高等学院に入学されてから50年、半世紀の間早
稲田に席をおかれた根っからのワセダマンで、
もちろん応用化学科の卒業生です。大学を卒業
後研究室に残られ、さらにカナダのアルバータ
大学でポスドクとして研究をされた後、早稲田
に戻られ助教授、教授となられました。その後
第３回環境触媒国際会議議長をはじめ、ゼオラ
イト学会、触媒学会の会長を歴任され、現在も
石油学会の会長をお勤めです。公職を含め大変
お忙しい中ですが、研究と学生の指導にはしっ
かりお時間をさかれておられます。

■第７回

菊地　英一教授

触媒化学研究室

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケは
なんですか？
――オストワルド著　「化学の学校」との出会い
が触媒化学にかかわるキッカケに。

　私が早稲田大学高等学院の３年生のときでし
たが、来日したノーベル賞受賞者のライナス・
ポーリング（注：1954年ノーベル化学賞、　　
1962年ノーベル平和賞）の講演を聴き、大学に
入ったら化学の研究をしようと決心しました。
「化学の学校」（注：ウイルヘルム・オストワル
ド著、都築洋次郎訳、岩波文庫）にも影響され
ました。オストワルドは、1909年にノーベル化
学賞を受賞した物理化学者で、この著には、こ
れからの時代の触媒化学の重要性と産業におけ
る有用性が述べられていました。このオストワ
ルドの書物に出会ったのが触媒化学の分野に進
むキッカケとなりました。
　石油化学の研究室に配属になりましたが、当
時は石油産業が華やかな時代ではありました
が、自分としては石油化学を選択したのではな

く、触媒化学の研究をするために研究室を選ん
だと思います。
　この研究室はもともと小林久平先生が石油、
石炭(草炭)などの燃料化学と活性白土・酸性白
土などの珪酸塩化学と触媒への応用の研究を手
がけられました。石油の分解に触媒を利用され
た山本研一先生、森田義郎先生と続き、自分が
四代目と言われてきました。
　自分の代で燃料化学から触媒化学へと部門名
を変更することにしました。「燃料化学」の名
称が欧米を初めとして学会の名称から消えてい
った時期でしたし、実際に行っている研究の内
容が触媒化学であったからです。

技術的内容で先生がポイントと考えておられる点
はなんですか？
――石油産業には技術基盤としての触媒化学があ
ります。

　石油精製や石油化学で
は触媒がその技術基盤と
なっており、また触媒の
科学と技術の進歩にはこ
れらの産業が大きく貢献
してきました。たとえば
ガソリン製造に使用され
る接触改質という反応で
は、担体としての高表面
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積をもつ酸化物（アルミナなど）の表面に、直
径１～２ナノメートルの白金粒子をちりばめた
触媒が使われています。高価な貴金属もここま
で微粒子にすれば、工業プロセスで使用するこ
とも可能となります。この手法は、石油精製に
限らず多くの実用触媒の作成に応用されていま
す。今日流行となっているナノテクノロジーの
最も早く利用された例といってもよいと思いま
す。
　化学製品の90％以上は触媒を使ったプロセス
で生産されているといわれています。化学反応
あるところに触媒ありです。石油産業は石油資
源と化学変換によって有用な製品にすることに
より今日の文明を支えています。エネルギーや
物質変換に関わる触媒の研究を自分の研究の対
象と考えています。
　21世紀は資源有限の世紀といってもよいでし
ょう。オイルピーク論者たちは２兆バレルの石
油の半分を人類は使い切ったから、これからは
石油を巡ってパニックになるといっています
が、彼らも、２１世紀も石油が主要エネルギー
源として重要であることは認めています。　こ
れからはその有限性を意識し、一段と高度な技
術、新規な技術を目指して進化することによ
り、石油の恩恵をより長く、より豊かに享受す
ることができるようにすることがわれわれの使
命といってよいでしょう。それには触媒技術が
鍵になるであろうと思います。

これからの研究の展望を聞かせてください。
――科学技術の恐ろしさを認識できていない部
分が最近目立ちます。

　社会と科学技術との関係では、現代の科学技
術なくしてはすでに生きてゆけないところまで
来ていると言っても過言ではない状況になって
います。逆にあまりにも身近すぎてしまってい
るがゆえに、科学技術に潜む恐ろしさを認識し
ないがための事故などが最近目立っているよう
に思います。
化学は物質（モノ）の科学であり、これまで
人々の生活と福祉にかかわる多様な物質を作り
出すことで豊かな物質文明を達成してきまし
た。その貢献は、もたらした危険に比べてはる
かに大きかったことは、平均寿命の著しい伸び
からも明らかです。しかし、同時に量的拡大路

線による自然破壊など、その破壊がはっきりみ
えてきました。それに加えて、化学物質の安全
性が社会問題にもなりました。環境汚染や健康
への影響は社会不安の原因となっています。物
質はすべて化学物質なのですが、化学物質とい
うと悪者扱いされることが多いようです。「グ
リーンケミストリー」は、これらの問題に対す
る反省でもあり、反論でもあるといえます。
　グリーンケミストリーは、化学が２１世紀に
生き残って持続的社会に貢献するための道でも
あります。もっとも、「安全や安心」は化学に
限らず、昨今の事故・人災を例にひくまでもな
く、あらゆる科学や技術に共通する２１世紀の
課題といえます。
これからは、無駄のない（効率的な）かつ安全
な化学プロセスによって、自然や人、生態系に
とって有害で危険な物質をなるべく使わず、ま
た作り出さない化学を目指す必要があると思い
ます。日本人の精神文化にしっくりくる言葉で
「もったいない」という意識があります。今後
の技術の発展の中で、最優先で「もったいな
い」精神を追求してゆけば、皆が住みよい社
会・地球を作ってゆけるのではないかと考えて
います。

大学と企業の連携についてどうゆうことをお考
えですか？
――応用化学科では昔から産学連携を行ってき
ました。

　最近、特に大学における産学連携が強調され
過ぎるようになっており、産学連携でないと研
究ではないような雰囲気が出てきているのはど
うかと思います。われわれの分野では昔から山
本先生にしても、森田先生にしても東京ガスと
の石油ガス化の研究から実用化までをいっしょ
に行うなど、企業との共同研究はごく当たり前
に行ってきました。早大応化では研究の成果を
社会や産業界に役立てること、実学の研究を小
林先生以来の伝統としてきたと思います。
　したがってわざわざとってつけたように産学
連携と言わなくても、しっかりした研究成果を
出していれば産業界の方からお声がかかってく
るものです。これからも社会に役に立つ化学の
研究と、それを通して人材を育成することに力
を傾注していきます。
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応用化学会の活動への期待を聞かせてください？
――ＯＢ会は存在しつつ゛けて、ＯＢに帰る場所
を確保することが重要です。

　最近の応用化学会の活性化委員会の活動には
大変感謝をしております。まず応化会などのＯ
Ｂ会は、基本的には同窓会としての集まりだと
思います。自分も長い間庶務理事をしていて最
も気にかけたのは活動資金です。したがって、
活性化委員会で会費納入率を高めてもらったこ
とは後々の活動への影響は大きいと思います。
現在の活性化委員会のメンバーは、現役時代に
ご自身の仕事で活躍された方々が中心となって
活動されています。学生達が自分の将来につい
て真剣に考えられるよう社会経験の豊富なＯＢ
の皆さんから就職活動への支援をしていただく
とありがたいです。
　現役時代も、さらに現役引退後もそれぞれ時
間ができた人達がまた戻ってこられる場をぜひ
確保していってもらいたいと思います。そうす
ることで今まで以上にまた応用化学科が求心力
をもって、現役の学生から現役ＯＢやリタイヤ
ーしたＯＢまでの結束を固められるとすばらし
いと思います。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いし
ます。
――「自活自習」で挑戦しつつ゛けて欲しい。

　私が最近感じるのは、若い人達の中に「考え
ようとしない」、むしろ「考えられない」人間
が増えてきているという点です。これは戦後の
教育の弊害が顕在化したことが大きな理由の一
つと考えます。学生の思考能力を引き出し、高
めることが大学院での教育の主眼だと考えてい
ます。｢教育｣よりも｢啓育｣といったほうが適切
かもしれません。学生諸君には是非｢自己実現｣
に目覚めて欲しいと思います。学生時代には、
学生時代にしか許されない冒険が可能です。
　早稲田大学創設の功労者の一人である坪内逍
遥が本学の教育方針として述べた「自活自習」
の精神が今こそ必要とされていると思います。
常に積極的に対象に向き合う姿勢が求められ、
研究においても、社会人としても、積極的な活
動と自ら習おうとする気概が重要になっていま
す。

　若いうちは失敗を恐れずに、自活自習で新し
いことに挑戦して欲しいと思います。

文責　広報委員会　委員　亀井邦明
取材日：2007/4/6

菊地先生の研究や経歴についてより詳細を知り
たい方は以下のリンク先なども併せてご覧くだ
さい。

応用化学科　研究者向けウエブサイト内の菊地
先生の紹介
http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
kikuch-j.htm

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイト内
の菊地先生の紹介
http://www.waseda-appchem.jp/prof_intro/
index.html

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイトの
研究案内中の菊池研究室の紹介
http ://www.waseda-appchem. jp/lab/
kikuchi.html

石油学会ホームページ（JPI Home Page JP）
の石油学会菊池会長メッセージ
http://www.soc.nii.ac.jp/jpi/top.html

早稲田大学21世紀ＣＯＥ　実践的ナノ化学教育
研究拠点メンバー内の菊地先生の紹介
http://www.waseda.jp/prj-prac-chem/
member/kikuchi.htm

「循環型環境技術研究センター」開設（21世紀
の循環型社会創造を目指して）
CAMPUS NOW　2002/６月号の記事
http://www.waseda.jp/jp/journal/2002/
0206-3.pdf
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先生への突撃インタビュー（その８）　逢坂先生

活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長

■第８回

逢坂　哲彌教授

応用物理化学研究室

　新企画の「先生への突撃インタビュー」もス
タートして二年目になります。本企画は、教室
とＯＢとの連携を強めることで、早稲田大学の
応用化学科が今後ますます隆盛になってもらい
たいと考えたＯＢ会活動の一つです。
　企業の新製品開発などに役に立つ情報を教室
側の先生方に提供していただき、大学と企業間
の情報交流のキッカケが生まれてくるようにし
たいと考えております。可能なかぎり専門外の
素人に理解しやすいような内容とするように心
がけてゆきます。
　８番手として、逢坂　哲彌教授にご協力をお
願いしました。

　逢坂先生は昭和44年（新19回）早稲田の応用
化学科のご卒業で、博士号を取得された後ポス
ドク研究員として米国ワシントンＤＣで二年間
研究され、その後早稲田へ戻られ、現在までご
出身の研究室で教授として大学の運営や若手研
究者の育成に心血を注がれておられます。
　先生は関連する研究分野の学会賞を総ナメに
された外、早稲田応化の特徴である基礎研究か
ら実用化までを一貫して取り組まれてこられ、
産業界へも新製品・新技術で大きく貢献され、
その成果として大学への高額の特許料収入でも
貢献されておられます。 

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
――恩師に言われたサイドワークの湿式のめっ
き法への取り組みがキッカケ。

　恩師の吉田忠先生は、ＯＢの皆さんよくご存
知のように指導が大変厳しい方でしたが、自分
が研究室を選んだ理由は吉田先生の物理化学、
特に熱力学の講義が非常に美しくて、スマート
でこれにあこがれて入りました。その後、博士
課程から助手として大学に残ることになります
が、自分の家系には教育関係の人が多かったの
であまり抵抗なくきたように思います。
　学生時代から電子・原子レベルでの緻密な金
属膜を湿式で作るための基礎研究に徹底的に取
り組むことができ、これが自分の研究哲学の確
立に役立つこととなりました。吉田先生からサ
イドワークとして研究に取り組むように言われた
湿式のめっき法が自分のライフワークとなったわ
けですが、それも基礎的なことを徹底的に行う
ように指導を受けたのが良かったと思います。

　時代の一端終わった仕事を全部ひっくり返し
もう一度見直すことで、まったく新しい学問と
して取り組みその研究成果を産業界で実用化す
ることで、めっきやエッチングなどの湿式の製
造プロセスを再構築しました。現在の金属薄膜
の形成方法には、湿式と乾式のプロセスがあり
ますが自分達は湿式プロセスを中心に研究を行
ってきました。湿式、乾式ともに良い点があり
それぞれ目的に応じた使い分けができると良い
と思っています。特に膜質の特徴は、湿式と乾
式ではかなり異なってきますので最終商品に必
要とされる膜の特性を確保しやすいプロセスを
選択すべきだと思います。
　電気屋さんは比較的湿式のプロセスになじみ
が薄いように思います。所属する技術屋さんに
化学系出身者が少ないせいかもしれません。自
分達のような化学系の研究は当時は湿式が主流
でした。

技術的内容で先生がポイントと考えておられる
点はなんですか？
――電気化学的な手法を主体とした機能薄膜創
製の基礎研究を重視。

　私の実用化を目指した仕事の最初の取り組み
が無電解めっき法による磁気ディスクの研究開
発でした。日本電気（ＮＥＣ）からの研究依頼
で、磁気記録の研究に取り組み始めました。め
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っき膜の再現性を明ら
かにするために基礎的
な原因追求を徹底的に
行いました。
　湿式のプロセスです
から使用するのは溶液

で、その溶液の不純物を除く精製を徹底して行
ったわけです。当時はまだ半導体産業でも水の
精製に本格的に取り組む以前でした。その後む
しろ我々の精製プロセスが半導体の製造プロセ
スに利用されてゆきました。今では信じられな
いような話ですが、めっきプロセスに使用され
る水は井戸水の方が多摩川の水や水道水よりも
向いているなどというような具合で水の検討も
必要でした。
　化学的に不純物の存在がめっき膜特性を変え
ることを明らかにして金属薄膜の析出とめっき
浴中の不純物の関係を調べて、めっき膜質を制
御する地道な研究へ取り組みました。この基礎
研究がもとで当時としてはＩＢＭの製品以上の
世界最高水準の記録密度を達成し、この方法が
ＮＥＣをはじめとする実用化生産プロセスとし
て採用されることになりました。それまでは各
社ともにスパッターなどの乾式プロセスが採用
されていましたが、当時業界全体の標準プロセ
スとして湿式プロセスの無電解プロセス法が主
流となり約60％のシェアーまでになりました。
しかし現在ではスパッターディスクに置き換わ
っています。

これからの研究の展望を聞かせてください。
――21世紀は健康医療分野の研究活動を新た
に展開。

　これからの時代は自分達も含めシニア世代の
人口が増えてゆくので、研究の分野も健康や医
療の分野へもっと重点的な研究がされてゆく必
要があると考えています。早稲田では先端科
学・健康医療融合研究機構を白井総長を責任者
として大学全体で各分野の研究者をまとめて研
究に取り組み始めています。自分達は電気化学
ナノテクノロジーをもとにバイオセンシングシ
ステムに半導体微細加工技術を応用して、ディ
スポーザブルマルチセンサーを構築することに
取り組んでいます。
　健康寿命を延ばすための研究に重点を置い

て、アジアの人達の役に立つことを実際に行っ
てゆかないと、日本をアジアの拠点として認め
てくれなくなってきているように感じます。ア
ジアの人達は、日本は自分達の都合のよい時に
しかアジアに貢献しないと見ており、したがっ
てだんだん日本への信頼が薄れ、やはり米国へ
顔を向けるようになってきていると思います。
　自分も今まではガムシャラに研究や研究室の
運営に取り組んできていましたが、残された大
学での時間を自分が先頭に立つことばかりでは
なく、時としては若手に先頭に立ってもらい、
むしろ自分は若手の人達が動きやすい環境を準
備する側に回ることで、若い人達が大きく育っ
ていってくれることを期待したいと思います。
そうすることが世代交代を円滑にして応用化学
科が今後も発展してゆく原動力となると考えて
います。

大学と企業の連携についてどういうことをお考
えですか？
――連携は一年の短期ではなく、四～五年間の
継続を前提とすること。

　これは恩師の吉田先生から言われたことでは
ありますが、自分もその立場になって企業との
共同研究などに取り組み始めてから先生が言わ
れた意味が良く理解できるようになってきまし
た。
　短期の共同研究ではどうしても人材が育ちあ
がってきませんし、学校側でも基礎的な研究の
レベルが不十分で、企業での実用化が始まると
その生産上のトラブルなどへの取り組みに重点
がいってしまい、基礎をしっかり固め足腰を強
くすることに時間を取りにくくなりがちです。
　しかしながら４～５年間継続して共同研究を
行っていければ企業も大学も人材が育ち、大学
でも基礎的なデータの蓄積が十分に整い学問と
しても体系的に扱えるようになってきます。ま
た企業の実用化に必要なさまざまな問題の解決
にも有効に働くと考えています。ぜひＯＢの所
属する各企業でも大学との取り組みに際しては
契約上も最初からはっきりと期間は複数年とさ
れることをお勧めします。

応用化学会の活動への期待を聞かせてくださ
い？

磁気記録媒体
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――いつの時代も若い人達をエンカレッジして
いって欲しい。

　ＯＢの皆様の浄財で新たに奨学金制度を拡充
していただいたことは大変ありがたく、若い人
達には大きな励みになっていることと思いま
す。若い人達にはいろいろな観点で刺激を与
え、エンカレッジ（激励、奨励する）していっ
てもらうと、きっと大きく成長していってくれ
ることと思います。

　産業界で活躍された
諸先輩が、直接に若い
人達の育成のために力
を貸してくださること
がなによりも若い人達
をエンカレッジしてい
ると考えます。自分も
若い時に先輩にしてい
ただいたように、応用
化学会と若い先生方と
のお付き合いが密にな
り、ＯＢの方々が次世
代を担う先生方を支援
していっていただける

と教室も応用化学会も隆盛になってゆけるので
はないかと思います。
　自分もひとりのＯＢとして必要なお手伝いは
していくつもりでおりますが、少なくともこの
数年精力的に活動してくださったＯＢの皆様の
お陰で、ＯＢ会としても新しい路線が動き出し
ているわけですからこの路線をぜひ継承してい
ってください。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願い
します。
――情熱を持って取り組めることを早くに見つ
け出してください。

　若い人達が興味を持って取り組めることが見
つけ出せれば、それは多少睡眠時間を削っても
頑張ることができるものと思います。それも日
曜も祝日もなく勉強ができるのはやはり自分が
情熱を持って取り組めることだからだと思いま
す。そのためにはまず徹底して勉強することが
必要で、勉強が進みいろいろなことが理解でき
るようになると初めて興味もわき情熱を持って

2006年７月の誕生祝い男子学生と

2006年７月の誕生祝い女子学生と

取り組めるようになるのではないかと思います。
文責　広報委員会　委員　亀井邦明

取材日：2007/6/1

逢坂先生の研究や経歴についてより詳細を知りた
い方は以下のリンク先なども併せてご覧ください。

応用物理化学研究室（逢坂・本間研究室）ホー
ムページ
http://www.ec.appchem.waseda.ac. jp/
INDEXJ.HTM

逢坂教授の紹介
http://www.coe.waseda.ac.jp/osaka/osaka-
j.html

応用化学科　研究者向けウエブサイト内の逢坂
先生の紹介
http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
osaka-j.htm

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイトの
研究案内中の逢坂先生の紹介
http ://www.waseda-appchem. jp/lab/
index.html

早稲田応化会文部科学省　科学研究費　特別推
進研究（ＣＯＥ）の紹介
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_coe.html

早稲田応化会文部科学省　私立大学学術研究高度
化推進事業　ハイテクリサーチセンター整備事業
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_hightech.html

早稲田応化会文部科学省　科学技術振興調整費
　戦略的研究拠点育成プログラム
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_strategy_base.html

早稲田大学　先端科学・健康医療融合研究機構
内の逢坂先生の紹介
http://www.waseda.jp/scoe/osaka.pdf

逢坂哲彌教授のトリプル受賞にあたって
http://www.ec.appchem.waseda.ac. jp/
oldnews/award.htm
ISI HighlyCited.com (ここ20年間余りに最も
引用され科学界に貢献した研究者のみのデー
タベース)

hhttp://www.isihighlycited.com/
日本化学会　機関紙「化学と工業」７月号　
VOL60-7 July 2007 : 私の自慢
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先生への突撃インタビュー（その９）　西出先生

活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長

■第９回

西出　宏之教授

高分子化学研究室

　新企画の「先生への突撃インタビュー」もス
タートして二年目になります。本企画は、教室
とＯＢとの連携を強めることで、早稲田大学の
応用化学科が今後ますます隆盛になってもらい
たいと考えたＯＢ会活動の一つです。
　企業の新製品開発などに役に立つ情報を教室
側の先生方に提供していただき、大学と企業間
の情報交流のキッカケが生まれてくるようにし
たいと考えております。可能なかぎり専門外の
素人に理解しやすいような内容とするように心
がけてゆきます。
　９番手として、西出　宏之　教授にご協力を

お願いしました。
　西出先生は、昭和45年、新20回卒の応用化学
科のご出身でまもなく還暦を迎えられますが、
大学院博士課程を修了された後ポスドク研究員
として欧州でも研究をされて早稲田大学へ戻ら
れ、教授として新しい機能性高分子材料の研究
と共に若手研究者の育成に取り組まれておられ
ます。　現在、私学出身初めての第28代高分子
学会長として、12000人を超える会員を擁する
世界屈指の学会をリードされておられます。大
変お忙しい中お時間を頂戴しました。

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
――導電性高分子の次は有機高分子の磁性体を
つくること。

　自分達が卒業した時期は、ちょうど学生紛争
あり、オイルショックありの中、高分子化学の
分野も合成方法などが一山越えたような状況に
ありました。「高分子には明日はあるのか」と
関連する若手研究者も大変危機感を持ち、東
大、東工大などの同世代の研究者と研究会を持
ちながら夜を徹して高分子化学分野の将来につ
いて議論を行っていました。
早稲田では篠原　功先生、土田　英俊先生がこ
の分野を指導されておられましたが、東工大の
神原　周先生が講義に定期的に来校されておら
れました。
　田園調布のご自宅から大学までいつもお供を
させていただいており、その間に先生からいろ
いろお話を伺うことができた訳です。その中で
後になってこれが研究の方向を決めるキッカケ

となったのではないかと考えていますのが、白
川先生がすでに導電性ポリマーを達成されてき
ており、これからは他人がやっていない高分子
の磁性体を目指したらという神原先生のアドバ
イスがありました。
　その時はなんの気なしに聞いていたように思
いますが、当時、機能性高分子材料へのパラダ
イムシフトが起きていまして、分子式を描い
て、設計し、そのポリマーをグラム単位で合成
し、フィルムなどのモノとして機能を具体的に
見ることができ、ワクワクした取り組みができ
ました。
　ビニル重合を学部時代に、大学院では土田先
生から研究のご指示を受けて高分子錯体の研究
にテーマを設定しました。自分での研究領域を
明確にしたのはここ10年あまりのことで50歳近
くになってからです。

技術的内容で先生がポイントと考えておられる
点はなんですか？
――九割は合成で汗をかき、残り一割は機能の
評価です。

　ラジカルポリマーを開拓していますが、不対
電子がどのように振舞うかで、磁性体としての
機能を発現させることもできます。また不対電
子を持ったラジカル分子の反応を、電子やホー
ルの輸送・蓄積として見直してみると、電荷の
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数と移動度が極
めて大きい特徴
を持った有機材
料でもありま
す。電池の電極
材料や有機ＥＬ
材料など純有機
物で電子がひと西出研究室紹介・機能性高分子

つ足りない（またはひとつ過剰な）状態で応用
できる訳で、電気的、磁気的、光的などあたか
も金属のような機能の拡がりをみていくことが
重要です。
　まず学生には合成の基礎的な手法を身につけ
させ、伝統のある合成をしっかり経験しておく
ことが重要と考えています。九割は合成で汗を
かき、残り一割は自分で物性や機能も直接見る
ことで全体としてバランスが取れると思いま
す。合成はモノつくりですから、絶対に手抜き
ができません。口でいくらいろいろ言っても最
後に目の前にモノを出さなければなりません。
手足を動かしてポリマーを力ずくで合成するこ
とをしっかり経験し学生時代に苦労している
と、社会人になっても多少のことではへこたれ
ることなく自信を持って仕事にも取り組めると
思います。
　出口側すなわち応用面は二次電池、太陽電
池、燃料電池などエネルギー関連を中心にディ
スプレーや環境適合ポリマーも対象としていま
す。生命医科学科へ移られた武岡先生も高分子
化学研究室（第四回　先生への突撃インタビュ
ー参照）の同門で、高分子化学の応用として人
工血液などの医療関係に展開されておられるわ
けで、出口側は相補していろいろと考えられま
す。
　応用化学科の中でもこの高分子化学研究室は
高分子ワセダ学派を形成できるだけの大学関連
者の同窓人数が一番多いのではないかと思いま
す。これもひとつの特徴になっています。

先生の研究理念を教えてください？
――これからの社会を切り開いていくのは元気
なケミカル屋だ！（Chem-is-try）

　単に自然を観察し理解を深めるにとどまら
ず、「無から価値を生み出す」のが化学だと考
えています。「意志」を持って分子・物質を創

りそれに基つく「価値」を生み出すことができ
るものだと考えています。それができるのが化
学者で、化学者の「特権」であると同時に社会
に提案し、供給してゆく「責任」があると思い
ます。常にこのような研究理念を学生や若い人
達へ語りかけ会話をして納得して研究に取り組
んでもらっています。
　新しい高分子はもう出てこないという人もい
ますが、高分子化学はそんな底の浅いものでは
ないと私は考えています。まだまだ宝の山が沢
山隠されていると思います。本当の技術革新は
新しいコンセプトの材料創製からしか生まれて
こないものと確信しています。
　過去の既存物質も見直してみてください。昔
のモノももう一回見直してみるとまったく違っ
た展開が見えてきて二巡目、三巡目で一気に開
花するテーマも多くあります。同じモノや方向
を眺めるにしても、ラセン階段を上って一廻
り、二廻り上から見渡さなくてはいけないのだ
と思います。
　特に大学のリーダーとしては志を持って研究
へ取り組んでいくことが重要なことだと考えて
います。10年後社会に寄与しうる研究、10年後
に初めて認められるような新しい学術概念を目
指して頑張って欲しいし、精神が高揚するよう
な研究に信念を持って取り組んで欲しい。自分
達の研究のポジショニングを厳しく見つめる一
方で、日々の実験などへの取り組みで汗水を流
す地道な努力こそが、誰が見ているわけではな
くても一定期間が経つとその努力の結果は血と
なり肉となっていくものだと思います。

大学と企業の連携についてどういうことをお考
えですか？
――企業側の準備をさらに十分に行った上で大
学側への依頼をして欲しい。

　我々の研究室は博士課程の人が毎年多く最近
では４人ぐらいが毎年卒業しています。したが
って企業との共同研究でもしっかりした対応が
できていると思います。当然企業との秘密保持
契約なども必ず行い、３ヶ月単位で報告書も提
出しています。このように大学側として共同研
究を受ける以上は、先生、学生含めやるべきこ
とはかならず実行していくようになってきてい
ますので、企業側もそのつもりで会社の中での
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大学とのつき合い方について認識を新たにして
いって欲しいと思います。
　たとえば共同研究が突然中止になったり、す
でに発表されている内容を未調査のまま聞きに
きたりでは大学側も困ります。会社の中での問
題点を未整理のまま生のデータを持って問い合
わせでは大学側へ十分な情報を伝えることがで
きずにお互いに時間の無駄だと思います。企業
側が大学とのコンタクトに際し十分な準備をし
てきてもらえるとスムーズに次のステップに進
むことができると思います。
　現在の大学では基礎研究からプロトタイプレ
ベルでのモノつくりまでを、高度な測定装置や
スーパークリーンルームなども揃えて対応して
いるので、それなりの対価を考える必要がある
と思います。
　逆に、企業の研究開発が世界の最先端で熾烈
な競争を行っていることを、大学の先生方もそ
のレベルを含め認識することも必要と思います。
　少なくとも２～３年間は継続して依頼をする
つもりで企業の基礎研究部分を大学に依存し種
まきをしっかりしておくことが大事だと思いま
す。
　そこで大学と企業の連携ではお互いの信頼関
係が最も大切なことと考えています。人間関係
になりますので、あとでお話しますが応用化学
会の特権を利用すべきと思います。

応用化学会の活動への期待を聞かせてください？
――人と人とをつなぐ“信頼関係”がＯＢ会メ
ンバー間の強み。

　今回の企画や種々のイベントなどを継続して
いっていただけることがありがたいし希望でも
あります。
　大学と企業との連携にも関係してきますが、
初対面でもワセダ応化会のメンバーであるとい
うだけで、信頼関係のバリヤーを下げることが
できてしまいます。なにをするにしても人と人
とを結ぶ人間関係を新たに構築するのに皆さん
大変ご苦労される訳ですが、それが４年間以上
ともに勉強し、青春の一時期をいっしょに過ご
したことですぐに打ち解けて話すことができる
意義はお互いに非常に大きいものがあると思い
ます。なにかあまりにもあたり前すぎて同窓の
ヨシミの良さがあまり感じられていないようで

す。講演会の講師なども皆さん手弁当で全面的
に協力してくださることは大変ありがたいなと
思います。

セミナーにて

　西出研究室のゼミ旅行では３泊４日で軽井沢
の大学のセミナーハウスで、ＯＢも参加して現
役の人達との直接対話の場を設けています。Ｏ
Ｂ一人に30分程度会社の紹介をしてもらい通常
ですと三人ないし四人の話をしてもらった後
で、リラックスした雰囲気で質問ができるよう
にして直接先輩に聞きたいことを聞くようにさ
せています。同門のＯＢには会社のＰＲをする
場に利用してもらってもいます。ゼミや忘年会
ではできるだけＯＢにも参加をしてもらってお
り、現役の人達には顔見知りの人達なので就職
活動などについても気楽にいろいろな質問もで
きているようです。
　研究室の単位でもそれぞれ現役とＯＢとの関
係についてはいろいろな工夫をされていると思
います。お互いに知っている研究室単位であれ
ばＯＢもまた研究室へ戻ってくる機会にもなる
と思います。教室側、応化会側共にいろいろな
企画で学生達に対応してあげることが大切だと
思います。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願い
します。
――自分の軸足をしっかり持ち、さらに隣接領
域へ柔軟に踏み込んでゆくこと。

　どんなことにもビクともしない体力と気力を
保持し、まず自分の専門領域については軸足と
してしっかり持つことが重要ですし、さらに分
野融合で「化学がなすべき領域」がかなり拡大
してきていますから、化学のまわりの領域であ
る物理や電気、バイオなどまでにも柔軟に踏み
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ミシガン大学にて
込んでいってもらいたいと思います
　グローバルＣＯＥに黒田先生も採択されまし
たが、早稲田大学では英語教育にも非常に重点
を置き強化を図ってきています。
　専門の化学の分野について相手を説得できる
だけのレベルの英語教育を実施してきており、
世界のどこに出ていってもまったくビビラない
ようになってきています。グローバルな戦いが
できる応化生を育てている訳で皆さん力をつけ
てきていると思います。
　大学ではいろいろなチャンスが用意されてお
り、欧米の大学のキャンパスで勉強ができるカ
リキュラムもあります。自分の英語の論文を事
前に提出しておいて添削してもらいながら専門
分野での英語教育を受けるようなことも行って
います。
　最後はどの分野でも人材が重要となってお
り、企業でもしっかりしたトレーニングされた
人材の採用をしてきており、企業に入ってから
もトレーニングは継続されますが、大学でもか
なりのレベルまでの教育を受けしっかりした考
えを持った人材として育っていって欲しいと思
います。

文責　広報委員会　委員　亀井邦明
取材日：2007/6/26

西出先生の研究や経歴についてより詳細を知り
たい方は以下のリンク先なども併せてご覧くだ
さい。

早稲田大学理工学術院　高分子化学研究室　
Webサイト
ht tp : //www.appchem .waseda . ac . j p/
~polymer/index.html

応用化学科　研究者向けウエブサイト内の西出
先生の紹介
http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
nishid-j.htm

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイトの
研究案内中の西出先生の紹介
http ://www.waseda-appchem. jp/lab/
nishide.html

早稲田大学　先端科学・健康医療融合研究機構
内の西出先生の紹介
http://www.waseda.jp/scoe/06.html

リクルート進学ネット　早稲田大学の先生・卒
業生内の西出先生の紹介
http://shingakunet.com/gakkoustdguide/
10991901/index.html

高分子学会会長就任への西出先生からのメッセージ
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/info/
niside/niside.html

高分子学会　ホームページの西出会長メッセージ
http://www.spsj.or.jp/
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先生への突撃インタビュー（その10）　黒田先生

活性化委員会　広報委員会　長谷川委員長

■第10回

黒田　一幸教授

無機化学研究室

　新企画の「先生への突撃インタビュー」もス
タートして三年目になります。本企画は、教室
とＯＢとの連携を強めることで、早稲田大学の
応用化学科が今後ますます隆盛になってもらい
たいと考えたＯＢ会活動の一つです。
　企業の新製品開発などに役に立つ情報を教室
側の先生方に提供していただき、大学と企業間
の情報交流のキッカケが生まれてくるようにし
たいと考えております。可能なかぎり専門外の
素人に理解しやすいような内容とするように心
がけてゆきます。
10番手として、　黒田　一幸　教授にご協力を

お願いしました。
　黒田先生は、昭和49年、第24回卒の応用化学
科のご出身で、鳥取県米子市の米子東高等学校
より早稲田に入学され、早稲田大学の大学院か
ら理工学部の助手、英国での研究生活を経て、
助教授など務められた後、平成元年より教授と
して研究室や教室の運営にあたられる中、ワセ
ダ全体に関わる環境保全センターの所長として
大学運営にも関わっておられます。なお本年度
のグローバルＣＯＥのプロジェクトにも採択さ
れた「実践的化学知」教育研究拠点の拠点リー
ダーを担われており、大変お忙しい毎日です。

先生が研究に本格的に取り組み始めたキッカケ
はなんですか？
――水ガラスを使っての無機有機複合材への取
り組みが全てのはじまり

　学習研究社の小学生向け雑誌「○年の科学」
で育った世代で、この雑誌の付録で偏光板、顕
微鏡、メスシリンダー・試験管などが付録でつ
いていて毎月これらがくるのを楽しみにしてい
ました。子供のときに見たり、さわったり自分
でいろいろなことを考える原点がこの付録にあ
ったように思います。科学の面白さや原理など
を体験する重要な道具でした。
　恩師の加藤忠蔵先生との出会いは、学部４年
の研究室の配属時に無機化学研究室に入ったの
がキッカケで、自分は無機も有機も両方やりた
かったので、当時の加藤研究室のテーマで「無
機有機複合材料の研究」があり、これならば無
機も有機も両方とも勉強できると思い研究室に
入りました。加藤先生からは無機材料として水
ガラスを使い、有機材料はなにを使っても良い
といわれて研究に着手しました。これが水ガラ

スやケイ酸塩との出会いとなり、生涯の研究対
象としてのつき合いになるとは当時思っていま
せんでしたが、私の研究生活の全ての始まりと
なった訳です。

技術的内容で先生がポイントと考えておられる
点はなんですか？
――有機合成化学と同レベルの無機合成化学を
創製することを意図した

ミクロ・メソ多孔体の環境触媒化学

　自分達が卒業研究でお世話になった時代は、
無機化学の研究室は少人数でこじんまりしてお
り、その分先生を囲んで家族的な雰囲気でした
し指導教授の影響は非常に大きかったように思
います。（里見応化会現会長は同じ研究室の修
士二年生でいらっしゃいました。）三つ子の魂
百までといいますが、現在でもオリジナルの発
想をするのにどうするかが非常に重要だと考え
ており、学生一人ひとりに真剣に相対してオリ
ジナルな発想ができるような研究・教育を重視
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してきています。
　最近 “ナノテクトニクス” という造語を使っ
ていますが、これは今まであまり使われてこな
かった言葉だと思います。“モレキュラーテク
トニクス” という言葉も過去に使われたことは
ありますが、これも非常に稀です。“テクトン”
を部品・レゴの意味で用い、これを組み合わせ
ることを一つの概念にしています。ナノ材料を
使いこれを部品のように組み立てて化合物を創
製していくことが自由にできるようにしていき
たいと考えてきました。水ガラスも徐々に “ナ
ノテクトン” として良く理解できる部品として
扱えるようになってきました。
　無機層状化合物（特に粘土鉱物）の層間に分
子・イオンを取り込み（インタカレーション）
生成する層間化合物の研究は加藤研究室の重要
テーマでしたが、純粋に層状ケイ酸塩（層状シ
リカといっても良いですが）層間のナトリウム
イオンと有機陽イオンの複合体を解析した結
果、二次元構造が３次元化することを見出しま
した。有機物をうまく使って無機物の構造を制
御した訳です。ゼオライトの孔径を超えて、均
一な孔径のシリカが出来るということで、ここ
十数年研究開発は増加の一途ですが、最近企業
での量産化計画が新聞報道されました。
　有機合成化学と同じレベルで無機合成化学も
研究できるような新しい学問体系を創製したい
と考えています。有機合成化学が大学院レベル
とすれば、無機合成化学はまだ幼稚園のレベル
だと思いますが、構造制御のレベルがこの30年
間でずいぶんと進歩してきましたので、次世代
に引き継いでいければ自分達はシリカのみでし
たが、他の金属酸化物系・非酸化物系へとどん
どん拡張していって、学問体系もしっかり構築
でき展開が大きくなると考えています。

これからの研究の展望を聞かせてください。
――21世紀では無機と有機を区別しないで一
体としてとらえるようになる

　有機基と無機骨格とが一分子の中で組み込ま
れるような状態ができるようになってきまし
た。まだ無機も有機も限定された範囲であり、
自分達の研究では無機サイドはケイ素が中心
で、他の多くの無機物についてはほとんど手を
出せていませんが、無機合成化学を学問として

これから体系化してゆくためには、今後多くの
研究者が広範囲にわたって研究に取り組んでく
れることを期待しています。無機から有機まで
境がなくなるような次代がやってくるのではな
いかと考えています。無機と有機のそれぞれ良
い点をうまく使いこなすことで、一体としてよ
り高次元の合成化学が進展していくように思い
ます。その端緒となる研究を我々が始めている
ことを誇りに思います。

応用化学会の活動への期待を聞かせてください。
――応化会ＯＢの皆さんの成功や失敗の体験談
を学生に聞かせたい

　私が期待申し上げていた以上にＯＢの皆さん
がご尽力くださり、大変感謝しておりますし、
頭が下がる思いです。
　以前から思っていたことですが、理工系研究
者を主人公としたドラマや小説が少ないように
思います。以前ＮＨＫで放送されていたプロジ
ェクトＸや人物伝などでいくつかは、取り上げ
られてはいますが、もっと一般の技術者、理工
系研究者の成功物語や失敗とそこからのカムバ
ック物語などが後世に伝えられると、若い人達
に刺激となり仕事をしていくうえで参考になる
と思います。
　ＯＢの皆様にはそれぞれの立場で仕事をされ
てこられ、貴重な経験を沢山しておられる訳
で、それらをぜひ学生に伝える場があったらと
考えます。貴重な経験が後世に活かされないの
はモッタイないと思います。化学史・技術史に
残るような決断や判断をされてこられたことを
書き物として当時の社会背景なども含めて残し
ていっていただけると、意義深いものになるの
ではないでしょうか。　その意味で、「突撃イ
ンタビュー」の応用化学会ＯＢ版を作ってくだ
さると良いと考えています。コンピューターが
判断しているのではなく、人間の決断がモノゴ
トを決めていることを知っておいてもらいたい
と思います。
　グローバルＣＯＥでは博士課程院生の皆さん
に、米国のミシガン大学との共催プログラム
「実践的化学英語講座」での専門英語の語学研
修の合宿トレーニングも用意されています。ワ
セダでの英語教育は非常に進んでおり国からの
支援を受けて実施されています。
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　昨年までの21ＣＯＥプログラムでは、文部科
学省の化学・材料科学分野の採択プロジェクト
数は23件で当然我が応用化学科を中心とするプ
ログラムも採択されていましたが、本年度はさ
らに厳しく審査され13件の採択と数が半減しま
した。しかしながら世界をリードしていく教育
研究拠点としての応用化学科・専攻の実学の強
さが武器となり、“知を創出する” 日本を代表
するプロジェクトの一つとして採択が決定しま
した。応用化学科の先生方のそれぞれの専門性
の高さやグローバルな評価などが背景にあると
思います。私は今回のプログラムの拠点リーダ
ーの立場で、あくまでも全体の世話人と考えて
います。応用化学科の先生方のお力を今後も結
集して、進めていきたいと強く思っています。
「実践的化学知」実践ラボの開設を検討中で、
アドバイザーとして応用化学会ＯＢの皆さんの
ご協力をぜひお願いしたいと考えています。

21世紀を担う皆さんへ、メッセージをお願いし
ます。
――自分が生まれてきたミッションに目覚め、
日本を背負っていって欲しい

　社会・人間に関わる課題について俯瞰的な問
題意識を常に持ち、狭い視野での判断に陥らな
いような人間に育てるための教育を行っている
つもりでいます。自分達がこれからの社会を引
っ張っていくのだということを早く感じて欲し
い。自分自身がなんであり、どんな人間である
のか、自分が存分に力を発揮できる（貢献でき
る）のはどこか、などに早く気ついてもらいた
いと思います。この激動の時代を動かし、他国
には負けないという気迫をもって生きていって
欲しい。
　自分が生まれてきたミッションを早い時期に
感じて、日本を背負っていってくれることを期
待しています。

文責　広報委員会　委員　亀井邦明
取材日：2007/8/27

黒田先生の研究や経歴についてより詳細を知り
たい方は以下のリンク先などもあわせてご覧く
ださい。

早稲田大学理工学術院　無機化学研究室　
Webサイト
ht tp : //www.appchem .waseda . ac . j p/
kuroda_lab/　　

応用化学科　研究者向けウエブサイト内の黒田
先生の紹介
http://www.appchem.waseda.ac.jp/fm-jp/
kuroda-j.htm

応用化学科　高校生・受験生向け情報サイト内
の黒田先生の紹介
http ://www.waseda-appchem. jp/lab/
kuroda.html

科学技術振興機構　戦略的創造研究推進機構　
環境ナノ触媒研究チーム紹介 “黒田チーム” 無
機系多孔体グループの紹介
http://www.nano-catalyst.jst.go.jp/team/01-
1.html

早稲田大学　先端科学・健康医療融合研究機構
内の黒田先生の紹介
http://www.waseda.jp/scoe/06.html

ＮＥＷＳになった理工学部内の黒田先生の紹介
h t t p : / /www .a l l -wa seda . c om/news/
rikonews/884

早稲田応用化学会　科学技術振興機構　戦略的
創造研究推進事業内の黒田先生方のプロジェク
トの紹介
http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/
classes/research_strategy.html

拠点形成概要及び採択理由　機関名　早稲田大
学　事業推進担当者（拠点リーダー）黒田
http://www.jsps.go.jp/j-globalcoe/data/
kyoten/B13.pdf

化学と工業　Vol.59-10 October 2006 p1069～
1071　私の自慢 「シリカメソ多孔体の発見と展
開」ナノ空間化学はこれからが本格展開
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【マイカンパニー】ハリマ化成株式会社新コーナー

｢自然の恵みをくらしに活かす」

会社名：ハリマ化成株式会社
所在地：東京、大阪(本社)、国内12、海外12
社員数：773人（連結、2007年9月末）
売上高：355億円（連結、2006年度）
主事業：パインケミカル事業
（樹脂化成品、製紙用薬品、電子材料、他）

　ハリマ化成は1947年の創業以来、「自然の恵
みをくらしに活かす」をテーマに植物資源の松
から得られる天然物質を人々のくらしに役立つ
製品に変えてお届けすることにより、循環型企
業として事業展開しています。海外に12拠点、
国内に12拠点があり、研究所は加古川と筑波に
あります。また、兵庫県加古川市に国内で唯一
のトール油精留プラントを有しています。2005
年にはトール油精留プラントから発生する副産
物を燃料としたバイオマス発電プラント(図１)
が稼動し、温暖化ガスの削減に一役買っていま
す。

１．１本の松の苗木から始まる物語
　ハリマ化成が展開しているパインケミカル事
業は１本の松の苗木から始まります。松の苗木
は約20年の歳月を経て、立派な成木に成長しま
す。そして、その成木が紙へと加工される過程
で発生する副生成物から「ロジン」が得られま
す。ハリマ化成では、この「ロジン」を原料と
して、印刷インキ用樹脂、塗料用樹脂、製紙用
薬品、電子材料など、人々の生活に密着したも
のから最先端の材料まで幅広い製品を開発して
います。そのように様々な製品へと姿を変えた

図１．バイオマス発電プラント

松は、その使命を次の新しい苗木へと引き継ぎ
ます。こうして植林を行うことで尽きることの
ない天然資源「松」の恩恵を最大限に活用し、
人々のくらしに貢献する－それがハリマ化成の
パインケミカル事業です。

２．製品だって地球にやさしい
　地球にやさしい天然資源を使っているのだか
ら、そこから生まれる製品もまた地球にやさし
いものであってほしい－そんな思いから、ハリ
マ化成では環境に配慮した製品設計を積極的に
進めています。例えば、クリーン＆ファインを
コンセプトにした有害な鉛を使用しない微細は
んだ、処理廃液の発生なしに微細な回路形成を
可能とするナノペースト、揮発性有機化合物を
大幅に低減した印刷インキ用樹脂、パルプの再
生工程で発生する焼却灰を低減させる添加剤な
ど、独自の技術を用いた環境配慮製品を開発し
てきました。今後も環境にやさしいものづくり
にチャレンジしていきます。

３．企業を支える人と技術
　企業の発展のためになくてはならない研究開
発。ハリマ化成では科学技術の振興と研究開発
部門の人材育成に力を入れています。社内で優
れた技術を開発した研究員を表彰する制度、海
外留学の希望者を支援する制度、社内外の研修
制度など、人材の育成、活性化を推進する制度
が充実しています。このような制度の下、研究
員のモチベーションが向上し、優れた研究開発
へと繋がる土壌が育まれています。

　以上、最後まで読んでくださり、ありがとう
ございました。ハリマ化成には応化ＯＢが現在
２名所属しています。少しでもご興味を持たれ
た方は是非一度お声掛けください。

長谷川吉弘（代表取締役社長　新制20回　城塚研）
瀬崎崇生（製紙用薬品事業部　新制43回　清水研）
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応化教室近況

　早稲田大学グローバルCOE「実践的化学知」
教育研究拠点が主催する第1回国際シンポジウ
ムが、平成19年12月19日、大久保キャンパスで
開催されました。応用化学専攻が中核となる本
拠点は、2007年度の化学・材料科学分野のグロ
ーバルCOE拠点として採択され、21COEの実
績を踏まえ、大学院の教育研究機能を飛躍的に
充実・強化すべく活動しています。本拠点は世
界最高水準の研究基盤の下で世界をリードする
創造的な人材育成を図るため、国際的に卓越し
た教育研究拠点を形成し、国際競争力のある大
学作りを目指しています。
　本シンポジウムでは、拠点リーダーである黒

グローバルＣＯＥ｢実戦的化学知｣の第１回国際シンポジウム
田教授による教育研究目標および活動計画の紹
介に続き、「実践的化学知」の理念・哲学につ
いて竜田教授が講演され、さらに特別講演4件
(木村 茂行 先生（㈳未踏科学技術協会）（写真
1）、 Prof. B. Scrosati（Univ. of Rome）（ 写 真
3）、Prof. R. C. Advincula（Univ. of Houston）
（ 写 真 ４）、 Prof. Y. Shacham-Diamand（Tel-
Aviv Univ.））と、拠点の初年度成果報告（古
川教授、本間教授、武岡教授）が行われまし
た。松方教授による総括の後、若手研究者によ
るポスター発表41件が実施され、参加者も400
名弱（学生323名、教員57名）と盛況でした。

写真１ 写真２

シンポジウムの様子

写真３ 写真４

若手研究者によるポスター発表

受賞〈応化会ホームページより〉

■化学工学会関東支部大会学生賞受賞
「高分子電解質反応場を利用したハイブリッドナノ金属の創製」
：先進理工学部応用化学科平沢研　学部4年高安裕太君

　2007年11月７日、東京ビッグサイトで開催された化学
工学会関東支部大会におきまして、候補者40名の中か
ら、栄えある学生賞を受賞しました。理解度、ポスター
の完成度、研究に対する思い入れ、研究への貢献度など
を審査員の採点・投票によって決定したものです。

⑴「化学工学会関東支部学生賞」とは
　年１回開催される支部大会において、学生の発表の内
で、特に優れた発表に対して授与させる賞です。大学、
企業の研究者、技術者で構成される審査員９名が、ヒア
リングなどを通して採点し、その合計点より、もっとも
優れた学生の発表が選定されます。この賞を通して、学生の研究の発展、活躍を応援するもので
す。
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⑵「化学工学会学生賞」を受賞して（感想）
　この度は、栄えある賞を頂きまして大変光栄に思います。
　日頃より熱心にご指導くださいました平沢泉教授をはじめ、研究室の先輩、後輩、職員の皆様に
感謝申し上げます。皆様のおかげで頂けた賞です。
　この賞や、討論の過程で得られたものを生かして、今後も精進したいと思います。

⑶受賞理由
　理解度、ポスターの完成度、研究に対する思い入れ、研究への貢献度などを総合的に判断して、
特に優れた発表と判定しました。質問に対する受け答えも、正確かつ低姿勢なもので、他を凌駕し
ていました。

■第92回有機合成シンポジウムポスター賞
｢ECE 阻害物質TMC-66の全合成」
福田久人君（竜田細川研究室M2）
(2007年11月８日～９日、第92回有機合成シンポジウム)
●授賞理由
　ECE阻害物質TMC-66（下図）の立体選択的かつ短工程の全合成を達成しました。この様な大き
さと不斉中心、多くの官能基を有する化合物を速やかに合成した経路と手法が評価されて受賞とな
りました。

●受賞コメント
　この度は、栄えある賞を受賞することができ、たい
へん光栄に思っております。密かに狙っていたポスタ
ー賞を取り、ひとつの形ある結果として残すことがで
きて非常にうれしく思います。これを励みとして、よ
り一層研究に精進いたします。
　ご指導して頂いている竜田邦明先生および細川誠二郎先生、研究室の方々に深く感謝いたしま
す。
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若手の頭脳新コーナー

高機能膜とそれを用いた医療用分離デバイスの開発・評価

山本　健一郎（新制50回）早稲田大学高等研究所　助教

１．研究内容
ヒトのからだを化学工学の視点から眺めると、
心臓は血液を体内に送り出すポンプ、肺は膜を
介したガス吸収・放散装置、胃腸などの消化器
や肝臓は物質を分解あるいは合成する反応装
置、また腎臓は体内の老廃物と水を尿として濾
し出す濾過装置というように、生体は小型で精
密な化学プラントに酷似している。その機能を
代行する人工臓器の設計および操作には、化学
工学の知識が有用である。

①高性能透析膜の開発
原子間力顕微鏡（AFM）を用いたナノレベル
の視点から、材料表面と生体適合性の関係を解
明することにより、優れた膜透過性と生体適合
性を有する高性能透析膜の創製を目指してい
る。AFMで観察することで、膜表面の孔構造、
孔径・孔径分布を明らかにすることができる
（図１）。また、タンパク質を先端に固定化した
プローブで透析膜表面を走査して、吸着力分布
を可視化する手法を開発して、生体適合性に優
れた膜表面の解明に取り組んでいる（図２）。

②高性能透析器の開発
透析器の性能は、膜性能だけでなく、血液・透
析液の流れに大きく左右される。すなわち、い
かに溶質の透過性に優れた透析膜を用いても、
流れに偏りがあると、物質移動に関与する膜面
積が減少するため、透析器の性能が十分に発揮
されない。本研究では、ジャケット形状が透析
液流動に及ぼす影響や、血流の中空糸束への分
配を検討することで、高性能透析器の設計につ
いての指針を得ることを目的とし、コンピュー
タを用いたシミュレーション解析で、効率的な
高性能透析器の設計に取り組んでいる（図３）。

⒜ 内表面 ⒝ 外表面
図1．ポリスルホン透析膜表面のAFM像

図２．ポリスルホン透析膜表面のタンパク質吸着力分布

図３．シミュレーション解析による透析器内流動

２．今後の展開
優れた透析膜と透析器の開発や医療技術の向上
により、透析暦が30年を超える患者も珍しくな
いが、その一方で合併症など新たな問題も生じ
ている。本研究を通じて、透析治療の更なる改
善に貢献していきたい。

３．発表論文
Matsuda M, Yamamoto K, Yakushiji T, 
F u k u d a  M , M i y a s a k a  T ,  S a k a i  K , 
Nanotechnological evaluationof protein 
a d s o r p t i o n  o n  d i a l y s i s  m em b r a n e 
s u r f a c e h y d r o p h i l i z e d  w i t h 
polyvinylpyrrolidone, J. Membr.Sci, (in press)

他
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チミンポリマーのグリーンケミストリーとしての展開

齋藤敬（新制50回）

Lecturer, Centre for Green Chemistry, Monash University

　グリーンケミストリーとは「環境に優しい化
学合成」で、化学物質を合成する化学者が、環
境に配慮した合成･ものづくりを考える、現実
的な化学の学問である。筆者は、現在オースト
ラリアのメルボルン、モナッシュ大学にて、グ
リーンケミストリーの分野で研究室を運営し、
高分子化学の研究を展開している。

1.研究内容
　DNAを構成する塩基の一つであるチミンは
DNAの二重らせん中では向かい合うアデニン
と水素結合しているが、紫外線照射によりチミ
ン同士で光二量化することが知られている。こ
のように、チミンを含むポリマーはチミン同士
の水素結合とともに、UV照射により光架橋す
る性質を合わせ持つ。このような特異的性質を
用いたチミンポリマーのグリーンケミストリー
への展開に取り組んでいる。
①コアーシェル型ナノポリマーミセルの合成と
構造制御

　両親媒性のコポリマーは、水溶液中ではナノ
ポリマーミセルを構築することが知られてい
る。実用化を考えた場合、このポリマーミセル
をいかに安定化させるかが鍵となる。筆者は、
チミンを両親媒性のポリマーに導入し、チミン
同士の水素結合によりポリマーミセルを安定
化、さらにはチミン同士を光架橋させることに
より極めて安定なミセル構築に成功した。この

ミセルはドラッグデリバリーなど各種の用途が
期待できる。
②光重合・解重合による新規ポリマーリサイク
ルシステムの構築

　チミンの光架橋を用いて、光重合と光解重合
可能なポリマー合成を試みている。モノマーあ
るいはオリゴマー単位で再利用（リサイクル）
を可能とすることで、新規な用途開発も期待で
きる。

2.今後の展開
　早稲田大学で見出したグリーン溶媒中(とく
に水中)での高分子合成も引き続き研究したい。
我々は多くの環境問題に直面しているが、プラ
スチックを主とした高分子化合物の役割は将来
的にも極めて大きく、その存在を排除するので
はなく、高分子化合物の環境負荷をいかに低減
させるかが、筆者の役割と考えている。

3.オーストラリアでの研究生活
　研究室運営のスタイルは日本と違い、助教、
講師レベルから個人で研究室を運営することが
求められる。研究費は当然として、学生につい
ても自分でリクルートして研究室に入ってもら
わなければならない。教員のパーソナリティ
ー、研究内容で勝負。海外での研究室運営はそ
れなりに苦労も多いが、グリーンケミストリ
ー、環境、地球の未来のために一歩一歩進んで
いきたい。

４.発表論文
Kei Saito, Laura R. Ingalls, Jun Lee, John C. 
Warner, Chem . Comm., 2007, 24 , 2503-2505. 他

図１ チミンを導入した新規な高分子化合物とナノミセルの形成
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卒業生近況

中部支部設立総会開催される〈応化会ホームページより〉

　2008年２月22日、応化会中部支部設立総会が
開催され、関西支部に続く第２の支部会として
発足した。
　当日は、里見多一会長、中川文博副会長と平
沢泉理事の本部役員３名のご臨席を賜り、30名
の支部会員の出席があり、盛大な総会となっ
た。
　昨年７月に準備委員会を発足させ、半年間の
短期間でこの支部会を立ち上げる事が出来たの
は、設立に賛同して頂いた12名の発起人（全員
支部役員として活動中）を始めとする中部地区
会員皆様のご尽力と、温かいご支援を頂いた本
部役員皆様のお陰であり、ここに厚く御礼申し
上げる。
　総会は、山崎隆史事務局長の司会で、牧野兼
久支部長の開会の挨拶に始まり、里見会長より
応化会活動の紹介と中部支部会の活動に大きな
期待を寄せた祝辞を頂いた。
　続いて議事に入り、堤正之幹事より支部会の
創設の経緯と今後の活動内容、並びに会の組織
と会則等が報告された。
　引き続き平沢教授から「理工学部の機構改
革」に付きご紹介頂いた。初めて知る、生まれ
変わった先進理工学部の機構に驚きを隠せなか
ったが、揺ぎ無い存在価値を証明し続ける応用
化学科の成果に一同安堵した様子であった。
　懇親会場に移動し、中川副会長より祝辞と活
性化委員会の活動の裏話までご披露頂き、支部
会の活動開始に当たり、一同はおおいに勇気付
けられた。
　次いで門田正彦監事の乾杯発声で開演。初対
面の会員が多い会でありながら、にぎやかな歓

談がスタートした。
　途中、三島邦男、白川浩両幹事より、支部会
活動に対する思いや、永澤利明氏、伊藤理氏、
佐藤昇氏、小島大蔵氏ら出席者有志による、若
さあり、自己PRあり、ユーモアありの楽しい
スピーチで会は最高に盛り上がった。
　恒例に沿って、新日本石油(株)の応援部で活
躍された渋谷宏之氏の力強い指揮により校歌
「都の西北」を斉唱。最後に近藤昌浩副支部長
より今後の会の発展を約束する力強いメッセー
ジがあり懇親会を終えた。
　中部支部総会は年１度の開催を計画してお
り、次回は来年の２月を予定しております。楽
しく有意議なイベントを企画し会員皆様のコミ
ュニケーシヨンと懇親を深める場と情報を提供
して行きますので、中部地区会員の皆様の積極
的な参加をお待ちしております。 （堤 正之記）

参加会員：牧野兼久（８回生）、笠倉忠夫（８
回生）、門田正彦（９回生）、近藤昌浩（９回
生）、大木信彦（16回生）、三島邦男（17回生）、
堤正之（17回生）、白川浩（18回生）、後藤栄三
（19回生）、梅村幸治（20回生）、古山建樹（20
回生）、川口雄治（22回生）、谷口至（22回生）、
友野博美（22回生）、木内一寿（24回生）、山崎
隆史（25回生）、伊藤理（26回生）、名塚達雄
（26回生）、永澤利明（30回生）、新居祐介（34
回生）、上宮成之（35回生）、藤井高司（36回
生）、佐藤昇（37回生）、小島大蔵（38回生）、
高橋道夫（39回生）、新村多加也（39回生）、野
口基治（40回生）、加藤昌史（41回生）、高橋豪
（50回生）、渋谷宏之（50回生）。　以上

牧野支部長挨拶 全員写真
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■稲化３３DB会　卒業50年を祝う
　昭和33年卒業・新制８回の同期会は卒業後、
毎年３月に欠かさずに大隈会館にて開催してお
りますが、年1回では少ない、年２回は集まろ
うとの要望がありまして、平成２年から秋に
「稲化33DB会」の名で主として東京駅・八重洲
のルビーホールにおいて平成16年まで16回開催
しました。しかし、それ以降、稲化３３DB会
の名は残りましたが、秋の懇親会は開催せずに
今日まで来ました。
　今年は早稲田大学創立125周年と記念すべき
年であり、その記念祝賀期間に開催されるホー
ムカミングデーに卒業50年に当たる我々は、大
学側より祝賀会に招かれました。そこで、前回
の卒業45年のホームカミングデーと同じよう
に、稲化33DB会としての懇親会を10月20日に
リーガロイヤルホテル東京のダイヤモンドルー
ムにおいて開催しました。28名の仲間が集ま
り、相変わらず賑やかな会となりました。
　恒例により全員が３分間スピーチをし、近況

を話していただきましたが、さすがに現役とし
ての仕事の話は少なくなり、「病気」と健康維
持・体力増進のための体験談などの話題が６割
以上になりました。
　卒業してからの50年という長いお付き合い。
学生時代と少しも変わらぬ口調でお互いに元気
にしゃべり合う姿を見ると、70歳を過ぎたもの
とは思えない、微笑ましい光景であり、いつま
でも健康で、このようなお付き合いが続けられ
ることを祈ります。 （平成19年10月22日記）

■3305会(昭和37年卒、新12回)慣例の温泉旅行(奥日光湯元温泉)
　平成19年９月29日より10月１日の２泊３日の
温泉旅行・男体山登山へ総勢16名が参加して和
やかに歓談、旧交を温めました。出席者は、次
の通りでした。 
高森（企画）竹田、石橋、小川、小倉、
志村、田原、長谷川（散策組）大島、上條、
永井、細田、増山、森川、米田（登山組）

　もう直ぐ、古希を迎える諸兄は、この年齢
で、元気でよく頑張るわとの印象を抱かざるを
得ませんでした。日本の高度成長期を支えた企
業戦士であると痛感しました。 

１） 登山組
①日時　９月30日
②天候　雨中の悪天候
③登頂を目指す山　日光男体山（標高差、
1,200M）

④行程（登り、約5時間、降り、約2時間半）
　二荒山神社９時10分出発、男体山山頂13時50
分登頂、16時頃、無事、全員、下山。

⑤隊員
　高森隊長以下、7名の隊員
⑥筆者の呟き
　雨中の悪天候の中を登山決行、健全な登山者
は、取りやめるが、この世代は、戦前の特攻
隊の精神が残っているのか。

　高森隊長の指揮の下でスケジュール通り、全
員、無事、下山。

２） 散策組
①日時　9月30日
②天候　雨中の悪天候
③散策場所　　湯の瑚、戦場ヶ原、小田代ヶ原
④行程（約4時間くらい散策）
⑤隊員
　竹田隊長以下、6名の隊員
⑥筆者の一言
この隊員は、世間で言う常識派が多く、無理し
ないが、挑戦もしない。これでよい。

文責（長谷川）

同期会〈応化会ホームページより〉
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3305会奥日光ホテル（全員） 奥日光ホテル懇親会（初日） 奥日光ホテル懇親会（２日目） 散策組（湯の瑚近辺）

散策組（龍頭の滝） 登山組（二荒山神社） 日光休憩場所 龍頭の滝（全員）

■昭和38年卒（新制13回）同期会
　昭和38年卒同期会は、ここ８年程毎年１１月
末に東京ステーションホテルで開催してまいり
ました。しかし、今年は、早稲田大学創立１２
５周年の年であり、また、我々S.38年卒にとっ
ては、卒業後45年目にあたり大学から招待され
ていることから、平成19年10月20日（土）ホー
ムカミングデー当日に早稲田近辺（高田馬場駅
前　中華料理店「石庫門」）で同期会（13時～
15時30分）を開催し、久しぶりに懐かしの早稲
田キャンパスを散策し、ホームカミングデー式
典出席の後、同期会を開催するというかなり盛
り沢山の企画としました。
　絶好の好天に恵まれたことも幸いし、この企
画がよかったためか、連絡可能な同期72名の５
割以上の39名の出席があり、ホームカミングデ
ーのお陰と、幹事一同（国分可紀、高瀬　彰、
南部　惇）感謝しております。
会は、早稲田応化会の理事、評議員の下井 將
惟氏の応化会の活動紹介（特に、応化会活性化
のために会費納入率をアップしたいとの要請）
後、乾杯ではじまり、和やかな歓談に移りまし
た。美味しい中華料理と美酒を楽しみながら途
中30年ぶりの高橋　浩氏、吉田　善志郎氏、湯
沢　恩氏、九州から参加の杉崎　昌和氏、四国
から参加の松崎　武彦氏、奈良県から参加の門
脇　正敏氏、紅一点の堀　久子氏等の近況紹介
があり、会は一層の盛り上がりを見せました。
やはり、65歳を過ぎた年齢ともなると、話題
は、趣味、健康、医療、孫等が中心ですが、未

だ現役で活躍中の人も多数あり、話題は尽きな
いようでした。
　最後に次回幹事として、岡本　和男、門脇　
正敏、吉瀬　靖一の３氏を選出し、卒後50年目
のホームカミングデーには出席者全員が出席で
きることを祈念して盛会裏に幕を閉じました。
　なお、幹事で手分けし同期会名簿の住所不明
者の再調査も行い、返信された19名の欠席者の
近況（海外出張中２名、バラ会品評会の世話
役、妻の介護３名等）を記録した別紙を貼付し
た最新住所録とともに出席者に配布し、好評を
得た。

文責：Ｈ19年幹事　国分　可紀、
撮影編集：広報委員　相馬　威宣

出席者：安藤 吉彌、市川 嘉紀、岡本 和男、門
脇 正敏、北川 孝彦、吉瀬 靖一、木村 茂行、
国分可紀、小林 征三、坂下 勝平、重村 義紀、
島田 正信、下井 將惟、白田 正次郎、杉崎 昌
和、相馬 威宣、高瀬 彰、高橋 浩、戸上 貴司、
豊田 常彦、 中谷 一泰、南部 惇、林 辰雄、平
田 修、福田 暉夫、藤崎 章男、二見厚、堀 久
子、堀井 紀良、堀内 剛、松崎 武彦, 丸山 征一
郎、峯岸 敬一、武笠 英彦、山口 達明、湯沢 
恩、吉池 鴻允、吉田 善志郎、吉田 喜明
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■新制９回（昭和34年卒業）クラス会開催
　毎年やろうよとの希望が強く、そう決めた前
回からまたもや四年が経過した去る11月８日に
市ヶ谷の私学会館（アルカディア）で久しぶり
の同窓会を開催した。
　34年に卒業以来オリンピックの年に同窓会を
開催して来た。30周年の昭和64年には京王プラ
ザホテルで８人の先生方をお招きして開催、二
次会は熱海でゴルフを楽しんだ。
　我々の仲間も物故者が９人になった。
　今回はお呼びしなかったが、前回とその前に
は和田夫人、釣谷夫人、箸夫人それに佐藤君の
令嬢などにも出席してもらい近況をお聞きし
た。
　場所が市ヶ谷であったので朝から日本棋院で
碁を打って来たモサどもを含め、遠く岡山、三
重、名古屋の仲間等３７名の会になった。
　半世紀振りの「初めまして」のがあったり、
誰だかわからないと言う挨拶があちこちに聞こ
えた。９人の物故者に一分間の黙とうを捧げて
開会し、酔っぱらわない内に次回の幹事の決定
と、同期の河村君他が進めている奨学会に会か
ら20万円を拠出する案が計られ了承された。
　各人に与えられた２分間のスピーチで判るの

は70の坂を越し元気で同窓会に出席する人達
は、よく歩くことを心掛けているようだ。
　重症の糖尿病を歩くことで克服した人、未だ
現役で働いている人、博物学の勉強で女性の同
級生に囲まれている人、ドイツ語一級を目指し
ている人、圧巻は息子さんが我が応化で教鞭を
とるようになったとの嬉しい報告であった。
　最後は全員で都の西北を合唱し再会を約して
終了した。
平成19年11月　文責：　相川直昭昭34年卒

■「応化４１会」　開催報告
　平成19年11月17日（土）、ニュートーキョー
数寄屋橋本店２Ｆ「さがみ」の和風個室にて一
年半ぶりに「おかしい会」が開催された。天気
も時期も又場所設定も良く、最新名簿で約３割
に当たる22名が集い、田原幸夫君の司会により
和気藹々とした雰囲気の中で進められた。
　幹事が用意してくれた資料を片手に気軽に近
況を語り合う面々、久し振りに挨拶を交わす人
達、顔を見合っていきなり名乗りをあげる初参
加者も、皆仲間同士の楽しい会話に記憶を甦ら
せ、年月の経過を実感した一時であった。又、
欠席者を含む一人々々の近況報告には「仕事」、
「年金」、「健康」と共に「趣味」をテーマとす
る話が多く、地域や友達をキーに幅広く活躍し
ている様子も紹介され、賑やかな会話は途切れ
ることがなかった。
　最後に今年亡くなった柳本　晄君を偲びつ
つ、来年は一人として欠けることなく再会する

ことを誓い合って散会した。 

今回幹事：田原幸夫君、（川村剛君、植木彰君）
集合写真：田原幸夫君、戸井田　努君 

集合写真
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■「新制11回（昭和36年卒業）クラス会開催」
応化昭36年卒（新制11回）同期会の報告
　当会は、幹事６名で運営、１年置きに開催、
毎回高出席率を誇りますが、卒業46周年の今回
は、平成19年11月９日（金）、常設館にも等し
い「新日鉱グループ、六本木クラブ」に35名
（会員70名）が集合、半数近くが古希を迎えつ
つも、元気溌剌大いに旧交を暖めました。
　前夜米国から飛来した北森君の米国事情、多
数の分科会世話人による大分ロレツの回らぬ近
況報告、そして宮崎君の朗々たる謡など、秋の
夜長を充分堪能し、それでもなおエネルギー余
剰の半数が二次会に繰り出しました。
　また、残念ながら病気療養中の仲間が数名い
ますが、早期の快復を祈りつつ、事後欠席者全
員へ集合写真を送りました。
　当会の宴席は小田幹事の世話で毎回特別提供
の80畳敷大広間が呼び物で、７座卓に分散、各
自、自由に移動可能な為、話が次々に盛り上が
り、また打上げでは一同肩を組み、大円とな
り、“都の西北” を合唱するという、昨今都会
の真中では稀な爽快さが魅力です。
▪なお、当会の幹事として初回から活躍された
中西克夫君が本年４月に急逝された事、誠に
痛恨の極みです。

▪最後に、今回は、当会の分科会とも言うべ
き、自然発生的懇親会活動の一端をご披露申
上げます。第二、第三の人生をエンジョイす
る手段の一つとしてご参考となれば幸いです。

▪〈世話人〉 は輪番制もあれば、固定性もあり、
要は複数いることが長つづきの秘訣です！

     世話人

１ 囲碁 ウロウロ会  １回/月 16人＋ 水瀬、鮫島、吉沢

２ 散策 湘南サロン ２回/年 12人＋ 小柴、清宮、岩井

３ 啓蒙 武蔵野会 ４－５回/年 ６人＋ 土井、島津

４ ゴルフ わくわく会 各１回/春秋 15人＋ 鈴木、清宮、岩井

５ 野球 応援団 各3-4回/春秋 12人＋ 吉田、寺山

６ ラグビー 応援団 各2-3回/春秋 10人＋ 寺山、吉田

７ 他サッカー、麻雀　等（複数の会へ加入の会員も多い）

平成19年11月以上
(文責)同期会幹事　住山隆之

■新制29回（昭和54年卒業）同期会開催
　応用化学科を卒業して30年近くになって初め
ての同期会を、本部正門前に聳え立つ大隈記念
タワー（26号館）の15階にある高層レストラン
「西北の風」で11月10日の17:00より開催しまし
た。
　応用化学会からの資金的支援をいただいて
132名の同期生に葉書にて案内をしたところ、
32名から出席予定の返事を頂き、幹事として不
安と期待が交錯した複雑な心境で当日を迎えま
した。生憎の雨模様でしたが、25名の方々が出
席してくれました。遠く関西地区からの参加も
多数あり、約30年近いブランクをものともせず
旧交を温めることができました。

　とても同期とは思えないような風貌の人や自
己紹介をしないと誰が誰だかはっきりしないよ
うな状況の中、早川君の乾杯の発声で会は始ま
りました。まず、同期で応用化学科の教授にな
られている木野教授から大学と応用化学科の現
状について詳しい説明があり、一堂、隔世の感
にしばし呆然としました。
　私たちの世代は学科の人数が多く、また語学
授業でクラスが分かれたこともあり学生時代に
話をしたこともない同期生も多く、当日初めて
言葉を交わしたという珍事もありましたが、そ
んなこんなであっという間に時間が過ぎていき
ました。当日、紅一点で『応用化学科のキャン
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ディーズ（自称）の一人（私たちの学年は女子
が３人でした）』の岩田利枝さんからは、今で
も３人連絡を取り合っているので、次回は是非
誘ってきますとの話を伺いました。
　それぞれの道でそれぞれに活躍している様子
を互いに紹介しあい、楽しいひと時を過ごしま
した。最後に皆で記念撮影をし、早稲田大学陸
上競技部部長で箱根駅伝選手だった森山君の指
揮で “都の西北” を声高々に歌い（木野先生が
用意してくれた歌詞カードを見ながら）散会と
なりました。
　次回は口コミなどで総動員してもっと仲間を
増やして再会したいと皆で決意を新たにしまし
た。参加できなかった方、次回は応化キャンデ
ィーズの復活もありますので、是非、参加をお
待ちしています。（文責：内田悟）

■スンガリの思い出（石川研）

同門会〈応化会ホームページより〉

　中国ハルビン市を悠然と流れる大河、松花
江、ロシア名スンガリ。若かりし頃をハルビン
で過ごしたママさん。帰国して新宿歌舞伎町の
コマ劇場の近くに開いた小さなバーの名は、ス
ンガリ。
　浅川マキのレコードを聴きながら、静かにサ
ントリーの角を呑む石川研の面々。角ビンの中
身は、サントリーレッド。レッドのビンではカ
ッコが悪いと、ママさんは漏斗でレッドを角ビ
ンに移し変えていたっけ。つまみは客が残した
あたりめ。静かにゆったりと流れる時間。カン
バンまで粘れば、本場物の冷麺をご馳走してく
れた。運が良ければ、銀行勤めを退けた後に手
伝いに来る、ママさんの次女、飛び切り美人の
啓子ちゃんに会えた。あの日はどこに行ってし
まったのだろう。あれから30数年。

　歌舞伎町の夜は毒々しいネオンが咲き乱れ、
昔の面影は喧騒と嬌声の中に埋没してしまっ
た。スンガリで３日と空けずに呑んだくれてい
た石川研の面々が、昔を懐かしみ、年末も押し
迫った29日にその歌舞伎町界隈で毎年呑み会を
やっています。帰って来ないあの日を思い出し
ながら。後輩の奥さんとなった啓子ちゃんは、
今年は来てくれるかなぁ。

（佐藤　文昭　S47卒）

石川研（45年～47年卒業）
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■2007年長谷川研究室同窓会
　今年も11月10日の第二土
曜日午後1時からに大隈会
館にて　長谷川肇研究室の
同窓会を開催しました。参
加者は総勢31名、先生ご夫
妻もお元気にご参加いただ

きました。奥様によれば『女学校の同窓会（今
年は傘寿の会だそうですが）に参加するよりも
この会に参加できることが何よりも嬉しく、と
ても感謝している』とのことです。同窓生一同
としても奥様が参加していただくことにより会
場にほのぼのとした雰囲気をかもし出していた
だき、さらに会が和やかになるので、いつまで
もお元気で参加していただきたいと思います。
　いつものごとく立食形式のパーティで、名幹
事の一人、浅野義勝君の司会により、まず、長
谷川名誉教授のご挨拶を頂戴した後、同門会長
老？の戸村重男さん（S35卒）の乾杯によりス
タート。美味しい料理を楽しみながら暫く懇
談。先生は、最近、歴史にも興味が沸き、近隣
の史跡等の散策もされているとのこと。現役時
代にはヘビースモーカーであったと記憶してい
るが、現在は禁煙し、大隈会館が全館禁煙とな
っても問題なし。喫煙者は、会館外に設けられ
た喫煙場所でぷかぷかと何か勝手が違う様子も
見受けられました。先生曰く ‘身体に悪いもの
はすぐに止めればよい’ とのこと？
　昨年ごろから本会は、配偶者の同伴参加もで
きることとしたが、本年は
新婚さんの参加があり、周
囲の熱い視線を浴びながら
も当人たちは照れ笑いを浮
かべつつもご満悦のご様子
で大喝采でした。平成元年
卒（S．64年度卒？）の同門生から順次に近況
報告をしていただいた。中でもお元気な戸村重
男さんは、毎日20kmものトレーニングを積み、
ホノルルマラソンに参加する予定とのこと、応
化活性化会委員会の活動状況報告と応化会会費
の納入の依頼等もあり、あっという間に終了予
定時間となった。しかし、いつものとおり、締
めには先生の奥様の楽しい近況のご報告を頂戴
し、校歌斉唱、‘フレーフレー長谷研’ のエー
ルにて散会した。

　今年から案内状で運営費の寄付を募り、計5
名の方々より総額10万円ほどのご厚意を頂きま
した。本来は参加者の会費のみで運営するので
は無く、不参加の人にも通信費等へのご協力お
願いするつもりでしたが、実態は参加者の方の
寄付がほとんどでした。海外勤務や遠方に在住
する方も増えて参加者がやや固定化してきてい
るのがやや気にかかること、多忙のためか、往
復葉書による案内状への返信率が悪くなってき
ていることから、事務手続きや費用の軽減のた
めにメールアドレスを是非登録していただくこ
とが幹事一同の切なる願いです。因みに逝去者
4名を除く総勢218名の同門生のうち　メールあ
るいは葉書による連絡が可能であった人が176
名（81％）、残りの42名は、消息不明でした。
　また、本年から、毎年11月の第二土曜日を定
例開催日とすることにしましたので、今回欠席
された方々も早々と予定に組み入れていただ
き、次回には応化創立90周年になり多数の同門
生の参加を幹事一同期待しております。
文責：長嶋則雄、相馬威宣、写真：相馬威宣

出席者：長谷川肇名誉教授ご夫妻､（以下敬称略)
戸村重男、相馬威宣、河野恭一、木下重彦、冨田
裕夫、金山　溢、安倍誠之助、宮武 孝、金子 洋、
斎藤 仁、新井竜一、岡崎俊樹、長嶋則雄、土谷一
雄、堤 眞人、久島史治、武内正史、鈴木幹夫、平
野靖史郎、赤津真吾、大熊典夫、浅野義勝、安部 
裕、楠元美緒、土岐育子、野口資明ご夫妻、中嶋
泰子、新村多加也　以上31名
幹事：岡崎俊樹（S49）、長嶋則雄（S51）、金子  
洋（S53）、浅野義勝（S60）、安部 裕（S60）
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■応化アルペン同好会創設打合せ（第一回）

趣味の会〈応化会ホームページより〉

趣旨：
応用化学科の学生とOB（現役OBとシニアOB）
との交流を「登山とスキー（スノボー）」を通
じて活発化することで相互理解を深め、応用化
学科と応化会の更なる発展へ寄与する。

打合せ記録：
同会創設の第一回の打合せを次の通り開催しま
した。
　１）日時　　12月７日（金）18時半より
　２）場所　　大久保キャンパス56号館大食堂
　３）参加者　19名（OB６名、学生13名）
　４）役員及び幹事

平沢名誉会長、高森会長、前島副会長、幹
事（OB及び学生）、森川事務局長を選出。

永井幹事 高森会長、前島副会長

森川事務局長 米田幹事

　５）年例会
　　○４-５回程度、開催することになった。
　　○次回、1月に例会を開催して年次例会の

行事を検討することになった。
懇親会風景

■骨折を乗り越えて　高森　茂（新制12回）

様々な分野で活躍する卒業生〈応化会ホームページより〉

　2004年12月23日のスキーシーズン初滑りで、
アイスバーン上で激しく転倒し、大腿骨頸部を
骨折、チタン製人工骨頭への置換手術を受け、
53日間入院致しました。担当医からは、硬いチ
タン製骨頭の関節では接している自骨を磨耗し
てしまうので、今後激しい運動をすると再手術
が必要であり、登山やスキーは控えるようにと
の指導がありました。しかし、それは一般論で
あり、骨密度が高く筋肉を鍛え上げた者と骨粗
鬆症とではかなり差があるであろうと勝手に考
え、限界に挑戦してみる事にしました。
　2005年２月13日の退院後、ほとんどリハビリ
には通わず、ストック２本を突いての散歩、及
びスポーツクラブでの水中歩行とストレッチ体
操を始めました。筋肉が全く衰えてしまっていシャモニーのブレヴァン・フレジュールスキー場とモンブラン山群
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たので軽い運動から徐々に強くしていき、1ヵ
月後には筋肉トレーニングと水泳も始めまし
た。自転車には直ぐに乗れましたが、骨折した
右足に力を入れて漕ぐには、かなりの日数がか
かりました。退院4ヶ月後の6月にはかなり筋肉
も回復してきたので、登山を再開し河口湖近く
の毛無山に登りました。7月には松手山（谷川
岳連峰の平標山の前衛）や筑波山に登ってトレ
ーニングを重ねた末、流山稲門会の私が主催す
る登山同好会のメンバー12名で、９時間かけて
新潟県と長野県の境に聳える雨飾山（標高
1,963m）に登る事ができました。２本のスト
ックを使い、右腰に荷重がかからない様に注意
しながら登りました。その後、中央アルプスの
木曾駒ケ岳・宝剣岳や会津駒ケ岳にも登り、９
月末には11時間かけて年間目標の戸隠連峰の主
峰・高妻山（標高2,353m）に登る事ができま
した。
　また、10月の骨折部位の定期検診の結果、全
く異常は認められず、重い荷物を背負わない限
り、登山は可能な事が判りました。スキーも再
開し、12月下旬に尾瀬岩鞍スキー場で初滑りを
しました。骨折した右足に体重をかけた場合を
懸念しましたが、急傾斜の上級コース以外では
何とか滑れるまでになりました。2006年１月中
旬には志賀高原で4日間滑り、標高2千mの焼額
山頂上からゴンドラの下の駅までノンストップ
で滑れる様になりましたが、未だスタミナでは
元に戻っておりませんでした。１月末から２月
初旬にかけて、日本山岳会スケッチクラブのメ
ンバーに便乗して、私が主催する555スキーク
ラブ隼組（はやぶさぐみ）の３名がスキーのメ

シャモニーのモンタンヴェールにて、
グランドジョラス北壁とメール・ドゥ・グラス氷河

ッカであるフランス・シャモニーで１週間スキ
ーを満喫して来ました。モンブラン山群の毎日
違うスキー場で滑りましたが、ほとんど初心者
コースは無く、特にロニオン・グランモンテス
キー場は、標高差2kmの急斜面が延々と３～４
kmも続く他に類を見ない凄いゲレンデで、世
界中の自然派本格的スキーヤーの憧れの的で
す。イタリア側のクールマイユールスキー場で
も滑りましたが、尖峰が続くクールマイユール
モンブラン山群をバックにした雄大なスキーを
満喫しました。シャモニーでは優秀なスキーイ
ンストラクターに恵まれ、骨折したハンデも忘
れて延々と続く急斜面を、怪我もせずに滑りま
くる事ができ、大いに満足でした。帰国後３月
初旬には、ニセコスキー場で5日間滑りました
が、シャモニーと比べてなんと物足らなかった
ことか。
　2007年のスキーでは、志賀高原でトレーニン
グした後、２月中旬から555スキークラブの仲
間８人とスイスのツェルマットで1週間滑って
きました。毎日晴天に恵まれ、マッターホルン
を眺めながらのゴルナーグラードやスネガスキ
ー場、特に標高3,889mのクライン・マッター
ホルンからの滑降は最高でした。登山では７月
に独りで利尻山に登った後に、流山稲門会の11
名を連れて白馬岳、８月に巻機山、９月に八ヶ
岳と男体山、10月に瑞牆山に登り、11月には12
日間のヒマラヤトレッキングに出かけます。
　この様に自分でも驚くほどの回復ぶりです。
しかし、加齢と共に体力・気力は衰えますか
ら、毎日の適度の運動と節制によって如何に老
化を遅らせるかが、今後の課題です。

クールマイユールスキー場（イタリア）にて、
クールマイユールモンブラン
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「禍福は糾（あざな）える縄の如し」で人生何
が起こるか分かりませんが、自分の置かれた境
遇を素直に受け入れて、常に一生懸命に生きる
事が大切だと思っております。又、万一登山や
スキーが駄目でも、やりたい事は沢山ありま
す。
　ハンデを負う身体になって、サムエル・ウル
マンの詩「青春」が、益々深く心に沁みる今日
この頃です。「青春とは人生のある期間ではな
く、心の持ち方を言う。逞しい意志、豊かな想
像力、燃える情熱をさす。頭を高く上げ、希望
の波を捕らえる限り、八十歳であろうと、人は
青春にしてやむ。」

　目標は大きく前向きに、「元気で百歳まで」
です。

ツェルマットのスネガスキー場にて、
マッターホルンをバックに555スキークラブのメンバー

■小倉義弘氏の略歴と叙勲
　1962年（昭和37年）応用化学科卒業（篠原研
究室） 同年、旧科学技術庁へ入庁。
　その後、文部省、外務省、宮内庁（東宮侍
従）、通商産業省、インドネシア共和国ハビビ
研究技術大臣顧問等へ出向、平成２年に退官。
現在、財団法人中山隼雄科学技術文化財団常務
理事・事務局長に在職中。
　平成19年度の秋の叙勲で「瑞宝小緩章」を授
章、11月8日国立劇場において文部科学省より
勲記・勲章の伝達を受けて天皇陛下の拝謁を皇
居にて、ご夫妻で受けられた。

（文責　長谷川　新制12回）

小倉氏「瑞宝小緩章」を受賞〈応化会ホームページより〉
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学生部会活動近況〈応化会ホームページより〉

　2007年10月13日土曜日、早稲田大学と慶應義塾大学の応用化学、化学系４学科の合同研究会であ
る早慶ワークショップが開催された。本年度は早稲田大学大久保キャンパスにて行われた。
　前回に引き続き、学生主体での運営となり、早稲田化学科の学生が中心となって準備と当日運営
を行った。プログラムは口頭発表（５分間）とポスター発表（90分間）に分かれており、口頭発表
は、有機化学部門、無機化学・材料化学部門、物理化学・化学工学部門、生物化学・環境化学部門
という4部門で行われた。また、約20ページからなる口頭発表の要旨集も発行された。
　総参加者数は223名（早稲田95名、慶応128名）で、口頭発表40件、ポスター発表40件となり、こ
れまでの中でも最大規模の会となった。口頭発表は、個人の研究発表を中心に行われ、各研究室の
最新の研究ハイライトを垣間見ることができた。発表内容・発表態度ともに、通常の学会発表と比
べても遜色のないレベルであり、改めて早稲田と慶応の学生の研究に対する意識の高さが感じられ
た。ポスター発表は、ほぼ全ての研究室から１件ずつポスター展示がなされ、計90分間の非常に活
発な議論が交わされた。用意されてあった飲み物が追加されるほどの盛況ぶりであった。
　学会後の懇親会は早稲田大学生協理工カフェテリアで行われ、約200名が参加した。終始にぎや
かな中、研究に関する話や関係のない話が交わされ、教員・学生ともに親睦を深める非常によい機
会となった。
　準備と当日の運営に携わったのは、早稲田大学化学科の椙山卓郎を実行委員長、早稲田大学化学
科の阿部正人さん、土釜恭直さんを副委員長として、早稲田17名、慶応５名からなる実行委員会で
ある。早稲田応用化学科からは、石崎将士さん、加藤由実さん、河崎圭利さん、杉田明寛さん、山
田晃輝さんが実行委員として運営に携わった。両校の学生の積極的な協力のおかげで、当日の運営
は非常にスムーズに行われ、大盛況のうちに会を終えることができた。また、早稲田応用化学科の
木野先生と関根先生をはじめとして、教員の方々からもご尽力をいただいた。
　学生主体の運営での会は二年目ということもあり、試行錯誤で進めた面も多かったが、学生が自
ら運営し、発表の機会を作ることには非常にやりがいがあり、かつ有意義な機会となったと思う。
来年度以降も、ぜひ学生主体での早慶ワークショップを続けていき、開催の歴史を積み上げていっ
ていただきたいと感じた。 （文責・早稲田化学科　古川研　博士課程　椙山卓郎）

第54回理工展 出展報告
　今年度も今までと同様に応用化学科学生部会
では第54回理工展に出展しました。

　今年のテーマはなるほど化学です。誰にでも
化学を身近なものに感じてもらうためにこのテ
ーマにしました。
　学生部会では実験班、実演班、映像班、屋台
班に分かれてがんばりました。以下の写真でそ
の様子が伝わると思います。

早慶ワークショップ2007開催

実験班ではプレートに型を貼
り、 上から塩化銅溶液をつける
事により塩化銅溶液をつけた部
分のみが酸化され、 模様が浮か
び上がるといった参加型の展示
を行いました。

実演班では見に来てくださった
人々に対して人口いくらを作
り、その原理を発表しました。

映像班ではわかりやすく親しみ
やすい化学に関する映像ととも
に 応用化学科の研究室の紹介
を行いました。

屋台班では中にキムチやチーズ
を入れたやき玉とけんちん汁を
販売しました。
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2008年度応用化学会　総会･講演会･フォーラム2008
｢実践的化学知」のご案内
　拝啓　陽春の候　会員の皆様には、益々のご清栄のこととお喜び申し上げます。さて、定期総会
開催の時期になりました。講演会では、応用化学科　黒田一幸教授にご講演をお願い致しました。
また、昨年に引き続き総会前に、フォーラム2008「実践的化学知」を開催し、最近の研究動向をポ
スター展示し、諸先輩方にご覧いただきたいと存じます。また会場にはコーヒーサロンも準備する
予定ですので、ＯＢ会、同期会などとの同日開催にもご利用下さい。万障お繰り合わせの上、御参
加下さいますようご案内申し上げます。

日時：2008年５月27日（火）14時30分～20時
場所：理工学部大久保校舎　55号館

http://www.waseda.jp/jp/campus/index.html
http://www.waseda.jp/jp/campus/okubo.html

●フォ－ラム2008「実践的化学知」14時30分～17時
ポスター展示(55号館Ｎ棟１階大会議室)、
オープンラボラトリー（65号館）
●総会、講演会　（55号館Ｎ棟１階　大会議室）
16時30分～17時20分　総会
17時30分～18時30分　講演会「グローバルＣＥＯとメソスケール化学」
　　　　　　　　　　　　　　黒田一幸教授
●懇親会（55号館Ｎ棟１階大会議室）
18時30分～20時：会費3,000円

会報の表紙絵を描いて頂いている藪野健先生について

　各方面で活躍されており画家で早稲田大学芸
術学校教授である藪野健先生に、2000年９月
（No.63）より早稲田応用化学会会報の表紙絵を
大変お忙しいにも拘わらず、ご好意で引き続き
描いて頂いております。
　No.71で既に先生の略歴はご紹介させて頂き
ましたがここで再度記載したいと思います。
藪野健先生の略歴
　1943年名古屋に生まれる。早稲田大学大学
院美術史科修了後、サン・フェルナンド美術学
校（マドリード）に留学。武蔵野美術大学教授
を経て現在早稲田大学教授（芸術学校）。二紀
会理事。個展など多数開催。安井賞佳作賞、二
紀展文部大臣賞など多数受賞。
作品収蔵：東京都現代美術館、神奈川県立近代
美術館、愛知県美術館、栃木県立美術館、彫刻

の森美術館、衆議院（憲政会館）、トヨタ博物
館、笠間日動美術館、
出版物：絵画の着想、東京２時間ウォーキング、
パリ２時間ウォーキング（中央公論新社他）
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会費納入と移動先住所のご連絡お願い

　応化会年会費の未納の会員の皆さまに、日頃、本会誌、ホームページあるいは評議員の皆様を通
じて会費納入のお願いをしてまいりましたが、お蔭さまで納付率は少しずつ上昇の傾向が見え始め
てまいりました。
　しかし、まだ改善されたとは言いがたい状況にあります。下記の一覧表は新制度以降の学部卒業
会員について、2007年度分の各卒業年度別の会費納入状況(2007年12月現在)を示しております。若
い年代ほど納付率が低く、この層の皆さんには一段のご協力をお願いいたします。
　また、この表から当然のことですが、会員の現住所が把握されていないために納付率が低く、会
員の転居をともなう移動の際には、ぜひとも移動先住所をご連絡いただきたいとお願いします。応
化会からの連絡、会報の送付などが円滑に進められます。
　皆さんから納付していただいた会費は応用化学会の活動資金であり、資金は厳格な管理の下に有
効に活用されております。応化会の更なる発展のため皆さまのご理解とご支援を心よりお願い申し
上げます。 （基盤強化委員会）

卒業回 対健在会
員数比

対住所登
録者比 卒業回 対健在会

員数比
対住所登
録者比 卒業回 対健在会

員数比
対住所登
録者比

新１ 64% 71% 新21 28% 35% 新41 17% 27%
新２ 52% 60% 新22 27% 35% 新42 13% 25%
新３ 57% 60% 新23 22% 30% 新43 25% 38%
新４ 73% 80% 新24 27% 36% 新44 14% 23%
新５ 67% 73% 新25 25% 37% 新45 14% 22%
新６ 46% 47% 新26 31% 40% 新46 17% 26%
新７ 65% 67% 新27 29% 39% 新47 7% 13%
新８ 63% 68% 新28 34% 45% 新48 13% 22%
新９ 69% 72% 新29 26% 34% 新49 13% 20%
新10 49% 55% 新30 27% 33% 新50 13% 21%
新11 73% 77% 新31 29% 36% 新51 16% 21%
新12 53% 58% 新32 26% 33% 新52 19% 24%
新13 58% 60% 新33 26% 37%
新14 48% 54% 新34 26% 36%
新15 52% 56% 新35 26% 35%
新16 37% 40% 新36 31% 40%
新17 36% 46% 新37 31% 42%
新18 44% 59% 新38 23% 29%
新19 34% 44% 新39 15% 23% 全卒業回

平均 30% 39%新20 42% 53% 新40 24% 34%

新制卒業回毎の2007年度会費納付率
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｢会費自動支払制度」登録のお願い

　皆様には日頃より応用化学会の運営につきご協力賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方には応化会の会費をお納め頂いていることご高承の通りですが、会費納入に際し「会費自
動支払制度」をご利用頂くと、会費納入に際し郵便局へお出かけ頂く必要もなく、且つ年会費が
2,850円となります。この際の「会費自動支払制度」への登録を応用化学会事務局を通してお願い
致します。本制度の特徴は以下の通りです。
（１）毎年4月18日に自動的に指定口座から引落しとなります。
（２）全国の都市銀行、主要な地方銀行、信託銀行及び全国郵便局等の口座から自動支払が利用

頂けます。
（３）本制度をご利用頂いた場合には、年会費は年額2,850円となります。
尚、手続きについては、事務局までご連絡下さい。
応用化学会事務局　　TEL：03－3209－3211（内5253）

FAX：03－5286－3892
Eメール：oukakai@kurenai.waseda.jp

個人情報保護の基本方針と細則制定の記事の補足

　会員から文書による個人情報の利用停止の請求があった場合は、次の取り扱いとします。希望の
場合は事務局にその旨、郵便・ファックス・電子メールのいずれかでご連絡ください。
１．会員名簿への掲載の停止
会員名簿には、会員種別・卒業年次・卒業研究室名・氏名（旧姓を含む）・自宅現住所・自宅電
話番号・自宅ファックス番号・勤務先名称・勤務先所属・勤務先電話番号・勤務先ファックス番
号が掲載されますが、会員種別･卒業年次･氏名以外の全部または一部の掲載を停止します。

２．他の会員への開示または提供の停止
他の会員から照会に対して、名簿掲載内容以外の個人情報（電子メールアドレスが該当）の開示
または提供を停止します。
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逝去者リスト
篠原　功　殿（旧18回）　2008年１月26日
太田　隆治殿（旧23回）　2007年10月１日
遠藤　泰男殿（旧29回）　2005年４月22日
伊藤　光男殿（旧30回）　2004年１月４日
宮本　昭夫殿（旧31回）　2007年５月19日
福原　穣　殿（旧32回）　逝去日時不明
高宮　信夫殿（燃４回）　2007年10月13日

楠本　恵洋殿（燃４回）　2006年９月27日
野口　義一殿（工経７回）　2007年４月15日
松岡　弘道殿（工経７回）　1997年
田中　忠雄殿（新１回）　2007年８月4日
早川　新一殿（新５回）　2005年９月14日
村上　広　殿（新25回）　2007年７月18日
木村　隼　殿（新60回）　2007年10月19日

※下記のように2008年１月26日に篠原功名誉教授が急逝されました。
次号に追悼の記事を掲載する予定です。ご逝去された方々のご冥福
を心よりお祈り申し上げます。
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■編集後記

　応用化学科は2008年秋で創立90周年、応用化
学会も創立85周年を迎えようとしています。理
工学部も創設100周年。詳細は里見会長による
「巻頭言」を参照してください。
　これだけの年代を重ねると、同じ応用化学科
卒業でも、年代とともに卒業生の体験談が随分
と異なります。今から約10年前のことですが、
当方（学部卒業1983年）、恩師の宇佐美先生
（1955年）、大先輩（1940）、の三人が応用化学
会総会後の懇親会で話していたときのことで
す。
　当方が「最近では、研究室でも安全上の問題
（嗅覚を痛める危険性）から『鼻で嗅いで溶液
の香りも覚えなさい』といった指導はできなく
なりました。私達が学生の頃は『化学は五感で
学べ』と指導された先生もおられたのですが
……」と言ったのが最初でした。
　宇佐美先生は、「僕たちが学生の頃は、香り
だけでなく、『化学者は試薬の味を知っている
ことが大切で、溶液を舐めて何が入っているの
かわからなければダメだ』と教わった。ペロリ
と舐めて感知する方法、ベロメーターとかペロ
リメーターも重要なんだよ」とおっしゃった。
　続いて大先輩は、「私達が学生の頃は、実験
技術と理論、計算、どの一つでも間違ったらば
ダメと厳しく先生達から指導された。だから、
ある学生実験では、青酸カリの致死量を自分で
調べ、計算して、その濃度の溶液を作って先生
の所に持って行くのが課題。すると先生が言う
んだ。『俺の目の前でメスフラスコを使ってそ
の（致死量の）溶液を正確に百分の一の濃度に

しろ。（作るとその溶液を一滴ガラス棒に付け
て）お前、これを舐めてみろ。』忍者の修業み
たいに命がけだったね」と宣われた。
　今は昔、大らかな時代の話。化学実験を「安
全に行うこと」は大切ですが、最近では「危険
があっても知っておいた方が良いこと」「化学
実験は安全ではないこと（だからこそ誤りなく
完璧に行う必要があること）」を実体験として
教える機会が少なくなりました。世の移り変わ
りとともに、とくにこの50年間で応用化学科の
教育から失われたものがあることを感じます。
応用化学会などを通じて学生達には先輩方から
昔の話を聞いてもらいたい、教育の場では復活
できない数々のことを習ってほしいと考えてい
ます。
　「応用化学会報」の編集委員を76号（2007年
秋季号）から務めるようになり、当方の提案も
受け入れていただいたことで数々の新コーナー
も誕生しました。「マイカンパニー」のハリマ
化成の紹介、本誌のトリ「伝統の逸品」の小勝
氏による花火の紹介などいずれも気合いが入っ
ています。「若手の頭脳」は齋藤氏と山本氏に
よる2件、その他各記事各コーナーとも生き生
きしています。残念ながら「今ここで頑張って
います」はお休みで、次号にご期待ください。
　最後に、編集後記を読んでいただいてありが
とうございます。ここまで読んでいただける皆
様に「応用化学会報が届いて良かった」と感じ
ていただけるような誌面づくりを心がけ、これ
からも尽力します。

（桐村　光太郎）
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世界の夜空に夢を彩る HANABI
　元治元年（西暦1864年）創業。本社：東京都府中市、工場：茨城県下妻市・山梨県甲州市。
　江戸時代末期より武州多摩郡多磨村車返において花火の製造を行ってきた。島五郎の代に入り業
とし丸玉屋を号し、以来観賞用の花火玉を中心に広く煙火の製造販売を始めた。明治・大正・昭和
と時代の変遷と共に事業の発展を図り、昭和二十年代、いち早く貿易事業へも着手し、日本花火の
優秀性を世界の人々に示してきた。また終戦後のGHQ統治下、国内花火の再開・復活に努め、伝
統ある「両国の川開き花火」、「新憲法発布祝賀花火」などの大花火を手がけ、現在の花火大会の基
礎を築いた。昭和二十七年株式会社に改組し、昭和から平成へと、世界各地での見本市等のイベン
トにおいて、日本花火の紹介を行い、数ある伝統文化の中でも高い評価を得ている。

新コーナー：伝統の逸品

《伝統の逸品》
　花火は火薬の燃焼爆発による、光・音・煙等の現象を夜空でタイミン
グ良く演出するものだが、周辺の環境によりその効果は大きく変わって
くる。大都会の光あふれる空間を彩る花火と、山間部での遠花火とで
は、同じ花火を打ち上げても見る人の印象は全く違ってくるだろう。ま
た、春夏秋冬、晴曇雨と季節や天候によっても印象が異なる。花火は火
薬の燃焼という化学反応により引き起こされる様々な物理現象ではある
が、見る人の印象は、周辺全体の風景・雰囲気として認識されるもので
あり、また時間経過につれ時々刻々と変化するタイミングをも楽しむも
のであろう。つまり、鑑賞者のその時々の状況により千差万別、如何様
にも感じられ変わってくるものである。提灯による薄明かりしかなかっ
た江戸の町で輝いた光や音は、現代の極彩色の強烈な光や音よりも人々
の心に残ったことであろう。
　子供達と一家団欒家族で楽しむ花火、学生仲間や会社の同僚と酒を飲
みつつ楽しむ花火、恋人と二人きりでドキドキしながら見る花火、いろ
いろな楽しみ方があるでしょう。せわしなく、目まぐるしく、次から次
と仕事に追われている現代人に贈る心の安らぎ、ひとときの夢。たまに
はのんびりくつろいで、童心に返り、子供の頃の不思議を思い出してく
ださい。我々はそんな貴重なひとときを花火で演出できることを切に願
っています。安全で安心な製品が求められる昨今、火薬を用いた花火の
保安はより高度な要求に応えなければなりません。時代の求める新しい
花火を一歩ずつ確実に追い続けてゆきたいと思っています。

《株式会社丸玉屋小勝煙火店》
〒183-0012　東京都府中市押立町1-35-35
TEL 042-363-6251   FAX 042-363-6252
http://www.mof.co.jp/

小勝一弘（おがつもとひろ）
昭和52年新制27回応用化学科卒業
株式会社丸玉屋小勝煙火店　代表取締役　

八重芯変化牡丹

スターマイン

打上げ現場の一場面




